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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】無損失ビデオコーディングのシグナリングのための方法および装置
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無損失ビデオコーディングのシグナリングのための方法および装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
関連出願の相互参照
　本出願は、２０１４年３月１６日に出願された米国特許仮出願第６１／９５３，９２２
号明細書および２０１５年１月１５日に出願された米国特許仮出願第６２／１０３，９１
６号明細書の非仮出願であり、米国特許法第１１９条（ｅ）下でのこれらの米国特許仮出
願からの利益を主張する。これらの特許出願の内容は、参照によりそれらの全体が本明細
書に援用される。
【０００３】
　過去２０年にわたって、効率的なデジタルビデオ通信、配信および消費を可能にする様
々なデジタルビデオ圧縮技術が開発され、標準化されてきた。Ｈ．２６１、ＭＰＥＧ－１
、ＭＰＥＧ－２　Ｈ．２６３、ＭＰＥＧ－４（ｐａｒｔ－２）およびＨ．２６４／ＡＶＣ
（ＭＰＥＧ－４　ｐａｒｔ　１０　Ａｄｖａｎｃｅ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ）等、商
業的に広く展開されている規格のほとんどは、ＩＳＯ／ＩＥＣおよびＩＴＵ－Ｔによって
開発されている。新たな高度なビデオ圧縮技術の登場および成熟に起因して、ＩＴＵ－Ｔ
ビデオコーディングエキスパートグループ（ＶＣＥＧ）およびＩＳＯ／ＩＥＣＭＰＥＧに
よる共同開発の下で、新たなビデオコーディング規格、高効率ビデオコーディング（ＨＥ
ＶＣ）である、ＨＥＶＣ（ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５／ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２）は
２０１３年前半に国際規格として承認され、現行の最新技術であるＨ．２６４／ＡＶＣよ
りも実質的に高いコーディング効率を達成することができる。
【０００４】
　従来のデジタルビデオサービス（衛星、ケーブルおよび陸上伝送チャネルを介したＴＶ
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信号の送信等）と比較して、ＩＰＴＶ、ビデオチャット、モバイルビデオおよびストリー
ミングビデオ等のますます多くの新たなビデオアプリケーションが異種環境において展開
されている。そのような異種性は、ネットワークのみでなくクライアントにも存在する。
クライアント側において、Ｎスクリーンのシナリオ、すなわち、スマートフォン、タブレ
ット、ＰＣおよびＴＶを含む様々なスクリーンサイズおよびディスプレイ機能を有するデ
バイス上でビデオコンテンツを消費することが、既に市場を支配しており、また支配し続
けることが予期されている。ネットワーク側において、ビデオは、インターネット、Ｗｉ
Ｆｉネットワーク、モバイル（３Ｇおよび４Ｇ）ネットワーク、および／またはそれらの
任意の組み合わせにわたって伝送されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】Ｒ．　Ｊｏｓｈｉ，　Ｊ．　Ｘｕ，　ＨＥＶＣ　Ｓｃｒｅｅｎ　Ｃｏｎ
ｔｅｎｔ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｄｒａｆｔ　Ｔｅｘｔ　２．　Ｄｏｃｕｍｅｎｔ　Ｎｏ．　Ｊ
ＣＴＶＣ－Ｓ１００５，　Ｏｃｔ．　２０１４　（Ｊｏｓｈｉ　２０１４）
【非特許文献２】Ｄ．　Ｆｌｙｎｎ，　Ｍ．　Ｎａｃｃａｒｉ，　Ｃ．　Ｒｏｓｅｗａｒ
ｎｅ，　Ｊ．　Ｓｏｌｅ，　Ｇ．　Ｓｕｌｌｉｖａｎ，　Ｔ．　Ｓｕｚｕｋｉ，　”Ｈｉ
ｇｈ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ　（ＨＥＶＣ）　Ｒａｎｇｅ　
Ｅｘｔｅｎｓｉｏｎｓ　ｔｅｘｔ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ：　Ｄｒａｆｔ　６，”
　Ｄｏｃｕｍｅｎｔ　Ｎｏ．　ＪＣＴＶＣ－Ｐ１００５，　Ｊａｎ　２０１４
【非特許文献３】Ｂ．　Ｂｒｏｓｓ，　Ｗ．－Ｊ．　Ｈａｎ，　Ｇ．　Ｊ．　Ｓｕｌｌｉ
ｖａｎ，　Ｊ．－Ｒ．　Ｏｈｍ，　Ｙ．　Ｋ．　Ｗａｎｇ，　Ｔ．　Ｗｉｅｇａｎｄ．　
Ｈｉｇｈ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ　（ＨＥＶＣ）　ｔｅｘｔ
　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｄｒａｆｔ　１０．　Ｄｏｃｕｍｅｎｔ　Ｎｏ．　ＪＣ
ＴＶＣ－Ｌ１００３．　Ｊａｎ．　２０１３
【発明の概要】
【０００６】
　無損失符号化の高水準シグナリングに関係するシステムおよび方法が本明細書に記載さ
れる。いくつかの実施形態では、本方法は、無損失コーディングが用いられることを示す
高水準シンタックス要素を含むビデオデータビットストリームを生成することを含む。高
水準シグナリングシンタックスは、ピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）、シーケンスパ
ラメータセット（ＳＰＳ）、ビデオパラメータセット（ＶＰＳ）またはスライスセグメン
トヘッダのうちの１つであり得る。無損失コーディングシンタックス要素は、量子化、変
形、変形スキップ、変形スキップ回転、およびループ内フィルタリングプロセスに関係付
けられた１または複数のＳＰＳシンタックス要素を生成するための条件として用いられ得
る。
【０００７】
　いくつかの実施形態では、方法は、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕ
ｌｔ＿ｆｌａｇを含むピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）を生成することを含む。ＰＰ
Ｓを参照するスライス内の全てのコーディングユニットのｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿
ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇのデフォルト値を示すｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄ
ｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇは１に設定される。ＰＰＳは、０に等しいｔｒａｎｓｑｕａｎｔ
＿ｂｙｐａｓｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇも有することができる。
【０００８】
　デコーダ側において、無損失コーディングが適用されるとき、逆量子化、逆変換、デブ
ロッキングフィルタ、サンプル適応オフセット（ＳＡＯ）等を含む、複数の処理ブロック
がバイパスされ得る。したがって、デコーダが高水準無損失コーディングインジケーショ
ンを受信する場合、デコーダは、コーディングユニット（ＣＵ）の大きな群がこれらの処
理ブロックを必要としないと判断する。これらの処理ブロックを、復号の前にシャットダ
ウンすることは、電力低減、処理サイクル低減、より良好な負荷プロビジョニング等の観
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点で有利であり得る。
【０００９】
　このため、いくつかの実施形態では、方法は、ビデオデコーダにおいて、高水準無損失
コーディングインジケーションを受信し、それに応じて複数の処理ブロックをシャットダ
ウンすることを含む。複数の処理ブロックは、以下のハードウェアブロック、すなわち、
逆量子化、逆変換、デブロッキングフィルタおよび／またはＳＡＯのうちの任意のものの
うちの１つまたは複数を含むことができる。更に、処理ブロックは、ビデオ復号の前にシ
ャットダウンされ、処理ブロックハードウェアコンポーネントの少なくとも一部分の電力
消費の低減を引き起こすことが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
　更なる詳細な理解は、例として添付の図面と併せて提示される以下の説明から得られる
ことが可能である。
【図１Ａ】ブロックベースのビデオエンコーダの例を示すブロック図である。
【図１Ｂ】ブロックベースの無損失ビデオエンコーダの例を示すブロック図である。
【図２Ａ】ブロックベースのビデオデコーダの例を示すブロック図である。
【図２Ｂ】ブロックベースの無損失ビデオデコーダの例を示すブロック図である。
【図３】８個の方向予測モードの例の図である。
【図４】３３個の方向予測モードおよび２つの非方向予測モードの例を示す図である。
【図５】水平予測の例の図である。
【図６】平面モードの例の図である。
【図７】動き予測の例を示す図である。
【図８】ピクチャ内のブロックレベルの動きの例を示す図である。
【図９】例示的な通信システムを示す図である。
【図１０】例示的な無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）を示す図である。
【図１１】コーディングされたビットストリーム構造の例を示す図である。
【図１２】フラグｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇを用
いて変更されたＰＰＳ拡張シンタックスを復号する方法のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　ここで、様々な図面を参照して、例示的な実施形態の詳細な説明が提供される。この説
明は、可能な実施態様の詳細な例を提供するが、提供される詳細は、例示であることが意
図され、本出願の範囲をいかなる形においても限定することは意図されていないことに留
意されるべきである。
【００１２】
ビデオの符号化および復号
　図１Ａは、ブロックベースのビデオエンコーダ、例えば、ハイブリッドビデオ符号化シ
ステムの例を示すブロック図である。ビデオエンコーダ１００は、入力ビデオ信号１０２
を受信することができる。入力ビデオ信号１０２は、ブロックごとに処理され得る。ビデ
オブロックは任意のサイズであり得る。例えば、ビデオブロックユニットは、１６×１６
ピクセルを含むことができる。１６×１６ピクセルのビデオブロックユニットは、マクロ
ブロック（ＭＢ）と呼ばれる場合がある。高効率ビデオコーディング（ＨＥＶＣ）では、
拡張されたブロックサイズ（例えば、これらはコーディングツリーユニット（ＣＴＵ）ま
たはコーディングユニット（ＣＵ）と呼ばれる場合があり、本発明ではこれらの２つの用
語は同義である）が、高分解能（例えば、１０８０ｐ以上）のビデオ信号を効率的に圧縮
するために用いられ得る。ＨＥＶＣにおいて、ＣＵは最大６４×６４ピクセルとすること
ができる。ＣＵは、予測ユニット（ＰＵ）に区分することができ、これらのユニットに対
し、別個の予測方法を適用することができる。
【００１３】
　入力ビデオブロック（例えば、ＭＢまたはＣＵ）について、空間予測１６０および／ま
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たは時間予測１６２を行うことができる。空間予測（例えば、「イントラ予測」）は、同
じビデオピクチャ／スライス内の既にコーディングされた近隣ブロックからのピクセルブ
ロックを用いて現在のビデオブロックを予測することができる。空間予測は、ビデオ信号
内に固有の空間冗長性を低減することができる。時間予測（例えば、「インター予測」ま
たは「動き補償予測」）は、既にコーディングされたビデオピクチャ（例えば、「参照ピ
クチャ」と呼ばれる場合がある）からのピクセルを用いて、現在のビデオブロックを予測
することができる。時間予測は、ビデオ信号内に固有の時間冗長性を低減することができ
る。ビデオブロックのための時間予測信号は、１または複数の動きベクトルによってシグ
ナリングされることが可能であり、これは、現在のブロックと、参照ピクチャにおけるそ
の予測ブロックとの間の動きの量および／または方向を示すことができる。（例えば、Ｈ
．２６４／ＡＶＣおよび／またはＨＥＶＣの場合のように）複数の参照ピクチャがサポー
トされる場合、ビデオブロックについて、その参照ピクチャインデックスが送信され得る
。参照ピクチャインデックスは、参照ピクチャストア１６４内のいずれの参照ピクチャか
ら時間予測信号が到来するかを特定するのに用いられ得る。
【００１４】
　エンコーダにおけるモード決定ブロック１８０は、例えば、空間および／または時間予
測の後に予測モードを選択することができる。予測ブロックは、１１６において、現在の
ビデオブロックから減算され得る。予測残差は、変換１０４および／または量子化１０６
され得る。量子化ブロック１０６は、予測残差をコーディングするのに必要なビット数を
効果的に低減することができる。量子化パラメータ（ＱＰ）が、量子化の厳密度（severi
ty）を制御するのに用いられ得る。ＱＰ値が増大すると、より厳密な量子化が適用される
ことが可能であるが、結果として、コーディングされるビデオビットレートが低減される
場合があり、同時に、復号化されるビデオ品質が劣化する場合がある。量子化に起因する
一般的に知られている視覚的アーチファクトは、ブロッキングアーチファクト、ブラー、
不鮮明化、リンギング、フリッカ等を含む。図１Ａおよび図２Ａに示されるビデオコーデ
ィングシステム内の他の処理ブロックも、特に、これらの処理ブロックが、処理パイプラ
インにおける中間データのビット深度に対し上限を必要とする固定点操作を適用するとき
、情報損失を引き起こす場合がある。例えば、変換ブロック１０４において、水平方向の
変換が最初に適用されることが可能であり、その後、垂直方向の変換が適用され得る。変
換はデータビット深度を増大させるため（乗算に起因する）、水平変換の後、垂直変換の
ために入力データビット深度を低減させるために、水平変換の出力に右シフトが適用され
得る。そのようなシフト操作は、（データビットの深度を低減することによって）実装コ
ストを低減するのに役立つことができるが、処理パイプラインにおける情報損失も引き起
こす場合がある。更に、固定点操作を可能にするために、Ｈ．２６４／ＡＶＣおよびＨＥ
ＶＣ等の最新のビデオ標準規格における変換は、積分値変換である。これらの積分値変換
のうちのいくつかは、ほぼ直交であるが完全に直交でない場合がある。変換（および逆変
換）行列が完全に直交でない場合、これらは完全な再構成を補償することができない。換
言すれば、量子化を一切行わない場合であっても、非直交変換および逆変換が入力データ
ブロックに適用された後、出力データブロック（スケーリング係数が出力に適用され得る
）は、入力データブロックと数学的に同一のままでない場合がある。
【００１５】
　量子化された残差係数は、逆量子化１１０および／または逆変換１１２され、再構成さ
れた残差を形成することができる。この再構成された残差は予測ブロック１２６に戻して
加算され、再構成されたビデオブロックを形成することができる。
【００１６】
　ループ内フィルタリング（例えば、デブロッキングフィルタ、サンプル適応オフセット
、適応ループフィルタ等）が再構成されたビデオブロックに適用される（１６６）ことが
可能であり、その後、これは参照ピクチャストア１６４に入れられ、かつ／または未来の
ビデオブロックをコーディングするのに用いられる。ビデオエンコーダ１００は、出力ビ
デオストリーム１２０を出力することができる。出力ビデオビットストリーム１２０を形
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成するために、コーディングモード（例えば、インター予測モードまたはイントラ予測モ
ード）、予測モード情報、動き情報および／または量子化された残差係数がエントロピー
コーディングユニット１０８に送信され、圧縮および／またはパッキングされ、ビットス
トリームを形成することができる。参照ピクチャストア１６４は、復号されたピクチャバ
ッファ（ＤＰＢ）と呼ばれる場合がある。
【００１７】
　図２Ａは、ブロックベースのビデオデコーダの例を示すブロック図である。ビデオデコ
ーダ２００は、ビデオビットストリーム２０２を受信することができる。ビデオビットス
トリーム２０２は、エントロピー復号ユニット２０８においてアンパッキングおよび／ま
たはエントロピー復号され得る。ビデオビットストリームを符号化するのに用いられるコ
ーディングモードおよび／または予測情報は、空間予測ユニット２６０（例えば、イント
ラコーディングされている場合）および／または時間予測ユニット２６２（例えば、イン
ターコーディングされている場合）に送信され、予測ブロックを形成することができる。
インターコーディングされている場合、予測情報は、予測ブロックサイズ、１つもしくは
複数の動きベクトル（例えば、動きの方向および量を示すことができる）、および／また
は１もしくは複数の基準インデックス（例えば、これはいずれの参照ピクチャから予測信
号が得られるかを示すことができる）を含むことができる。
【００１８】
　動き補償予測が時間予測ユニット２６２によって適用され、時間予測ブロックを形成す
ることができる。残差変換係数は、逆量子化ユニット２１０および逆変換ユニット２１２
に送信され、残差ブロックを再構成することができる。予測ブロックおよび残差ブロック
は、２２６において共に加算され得る。再構成されたブロックは、ループフィルタ２６６
によるループ内フィルタリングを受け、その後、参照ピクチャストア２６４内に記憶され
る。参照ピクチャストア２６４内の再構成されたビデオは、表示デバイスを駆動するため
に用いられることが可能であり、かつ／または未来のビデオブロックを予測するのに用い
られることが可能である。ビデオデコーダ２００は、再構成されたビデオ信号２２０を出
力することができる。参照ピクチャストア２６４は、復号されたピクチャバッファ（ＤＰ
Ｂ）と呼ばれることもできる。
【００１９】
　ビデオエンコーダおよび／またはデコーダ（例えば、ビデオエンコーダ１００またはビ
デオデコーダ２００）は、空間予測を行うことができる（例えば、これはイントラ予測と
呼ばれることが可能である）。空間予測は、複数の予測方向のうちの１つに従って、既に
コーディングされた近傍ピクセルから予測することによって実行され得る（例えば、これ
は方向イントラ予測と呼ばれる場合がある）。
【００２０】
　図３は、８つの方向予測モードの例の図である。図３の８つの方向予測モードは、Ｈ．
２６４／ＡＶＣにおいてサポートされ得る。９個のモード（ＤＣモード２を含む）は、以
下である。
・モード０：垂直予測
・モード１：水平予測
・モード２：ＤＣ予測
・モード３：斜め左下予測
・モード４：斜め右下予測
・モード５：垂直右予測
・モード６：水平下予測
・モード７：垂直左予測
・モード８：水平上予測
【００２１】
　空間予測は、様々なサイズおよび／または形状のビデオブロックにおいて実行され得る
。例えば、（例えば、Ｈ．２６４／ＡＶＣにおける）４×４、８×８および１６×１６ピ
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クセルのブロックサイズについて、ビデオ信号のルーマ成分の空間予測が実行され得る。
例えば、（例えば、Ｈ．２６４／ＡＶＣにおける）８×８のブロックサイズについて、ビ
デオ信号のクロマ成分の空間予測が実行され得る。４×４または８×８のルーマブロック
について、合計で９個の予測モード、例えば、（例えば、Ｈ．２６４／ＡＶＣにおいて）
８個の方向予測モードおよびＤＣモードがサポートされ得る。例えば、サイズ１６×１６
のルーマブロックについて、４つの予測モード、すなわち、水平、垂直、ＤＣおよび平面
予測がサポートされ得る。
【００２２】
　方向イントラ予測モードおよび非方向予測モードがサポートされ得る。図４は、３３個
の方向予測モードおよび２つの非方向予測モードの例を示す図である。図４の３３個の方
向予測モードおよび２つの非方向予測モードがＨＥＶＣによってサポートされ得る。より
大きなブロックサイズを用いる空間予測がサポートされ得る。例えば、空間予測は、任意
のサイズ、例えば、４×４、８×８、１６×１６、３２×３２または６４×６４の平方ブ
ロックサイズのブロック上で実行され得る。（例えば、ＨＥＶＣにおける）方向イントラ
予測は、１／３２ピクセルの精度で実行され得る。
【００２３】
　例えば、方向イントラ予測に加えて、非方向イントラ予測モードが（例えば、Ｈ．２６
４／ＡＶＣ、ＨＥＶＣ等において）サポートされ得る。非方向イントラ予測モードは、Ｄ
Ｃモードおよび／または平面モードを含むことができる。ＤＣモードの場合、予測値は、
利用可能な近傍ピクセルを平均化することによって得られることが可能であり、予測値は
、ブロック全体に一様に適用され得る。平面モードの場合、低速な遷移で平滑な領域を予
測するために線形補間が用いられ得る。Ｈ．２６４／ＡＶＣは、１６×１６のルーマブロ
ックおよびクロマブロックについて平面モードの使用を可能にすることができる。
【００２４】
　エンコーダ（例えば、エンコーダ１００）は、（例えば、図１Ａのブロック１８０にお
いて）モード決定を実行し、ビデオブロックのための最良のコーディングモードを決定す
ることができる。エンコーダが（例えばインター予測の代わりに）イントラ予測を適用す
ることを決定するとき、エンコーダは、利用可能なモードの組から最適なイントラ予測モ
ードを決定することができる。選択される方向イントラ予測モードは、入力ビデオブロッ
クにおける任意のテクスチャ、エッジおよび／または構造の方向に関して強力なヒントを
与えることができる。図５は、（例えば、４×４のブロックについての）水平予測の例の
図である。現在の４×４のビデオブロックにおけるピクセルを予測するために、既に再構
成されたピクセルＰ０、Ｐ１、Ｐ２およびＰ３（例えば、影付きのボックス）が、用いら
れ得る。水平予測において、再構成されたピクセル、例えば、ピクセルＰ０、Ｐ１、Ｐ２
および／またはＰ３は、対応する行の方向に沿って水平方向に伝搬され、４×４のブロッ
クを予測することができる。例えば予測は、以下の式（１）に従って実行され得る。ここ
で、Ｌ（ｘ，ｙ）は、（ｘ，ｙ）、ｘ，ｙ＝０．．．３において予測されるピクセルであ
り得る。
【００２５】
　　Ｌ（ｘ，０）＝Ｐ０
　　Ｌ（ｘ，１）＝Ｐ１
　　Ｌ（ｘ，２）＝Ｐ２
　　Ｌ（ｘ，３）＝Ｐ３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）
【００２６】
　図６は、平面モードの例の図である。平面モードは、状況に応じて実行され得る。最上
行の最も右側のピクセル（例えば、Ｔによってマーキキングされている）は、最も右側の
列内のピクセルを予測するために複製され得る。左列内の最下ピクセル（例えば、Ｌによ
ってマーキングされている）は、最下行内のピクセルを予測するために複製され得る。（
例えば、左ブロックに示すように）水平方向における双線形補間は、中心ピクセルの第１
の予測Ｈ（ｘ，ｙ）を生成するように実行され得る。（例えば、右ブロックに示すように
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）垂直方向における双線形補間は、中心ピクセルの第２の予測Ｖ（ｘ，ｙ）を生成するよ
うに実行され得る。水平予測および垂直予測間の平均化は、Ｌ（ｘ，ｙ）＝（（Ｈ（ｘ，
ｙ）＋Ｖ（ｘ，ｙ））≫ｌ）を用いて最終予測Ｌ（ｘ，ｙ）を得るように実行され得る。
【００２７】
　図７および図８は、（例えば、図１Ａの動き予測ユニット１６２を用いた）ビデオブロ
ックの動き予測の例を示す図である。図８は、例えば、参照ピクチャ「Ｒｅｆ　ｐｉｃ０
」、「Ｒｅｆ　ｐｉｃ１」および「Ｒｅｆ　ｐｉｃ２」を含む例示的な復号されたピクチ
ャバッファを示す図である。現在のピクチャ内のブロックＢ０、Ｂ１およびＢ２は、それ
ぞれ、参照ピクチャ「Ｒｅｆ　ｐｉｃ０」、「Ｒｅｆ　ｐｉｃ１」および「Ｒｅｆ　ｐｉ
ｃ２」内のブロックから予測され得る。動き予測は、近傍のビデオフレームからのビデオ
ブロックを用いて現在のビデオブロックを予測することができる。動き予測は、時間相関
を利用し、かつ／またはビデオ信号に固有の時間冗長性を取り除くことができる。例えば
、Ｈ．２６４／ＡＶＣおよびＨＥＶＣにおいて、時間予測は、様々なサイズのビデオブロ
ック（例えば、ルーマ成分の場合、時間予測ブロックサイズは、Ｈ．２６４／ＡＶＣにお
いて１６×１６～４×４、ＨＥＶＣにおいて６４×６４～４×４に変動し得る）において
実行され得る。（ｍｖｘ，ｍｖｙ）の動きベクトルを用いて、時間予測は、式（１）によ
って与えられるように実行され得る。
【００２８】
　　Ｐ（ｘ，ｙ）＝ｒｅｆ（ｘ－ｍｖｘ，ｙ－ｍｖｙ）　　　　　　　　　　　　（１）
ここで、ｒｅｆ（ｘ，ｙ）は、参照ピクチャ内のロケーション（ｘ，ｙ）におけるピクセ
ル値であることが可能であり、Ｐ（ｘ，ｙ）は予測されたブロックであることが可能であ
る。ビデオコーディングシステムは、小数ピクセル精度でインター予測をサポートするこ
とができる。動きベクトル（ｍｖｘ，ｍｖｙ）が小数ピクセル値を有する場合、１または
複数の補間フィルタが適用されて、小数ピクセル位置におけるピクセル値を得ることがで
きる。ブロックベースのビデオコーディングシステムは、時間予測を改善するために、複
数仮説による予測を用いることができ、例えば、ここで、予測信号は、様々な参照ピクチ
ャから複数の予測信号を組み合わせることによって形成され得る。例えば、Ｈ．２６４／
ＡＶＣおよび／またはＨＥＶＣは、２つの予測信号を組み合わせることができる二重予測
を用いることができる。二重予測は、それぞれ参照ピクチャからの２つの予測信号を組み
合わせて、以下の式（２）等の予測を形成することができる。
【００２９】
【数１】

【００３０】
ここで、Ｐ0（ｘ，ｙ）およびＰ1（ｘ，ｙ）は、それぞれ第１の予測ブロックおよび第２
の予測ブロックであることが可能である。式（２）に示すように、２つの予測ブロックは
、それぞれ２つの動きベクトル（ｍｖｘ0,ｍｖｙ0）および（ｍｖｘ1,、ｍｖｙ1）を用い
て２つの参照ピクチャｒｅｆ0（ｘ，ｙ）およびｒｅｆ1（ｘ，ｙ）から動き補償された予
測を実行することによって得られることが可能である。予測ブロックＰ（ｘ，ｙ）は、（
例えば、加算器１１６において）ソースビデオブロックから減算され、予測残差ブロック
を形成することができる。予測残差ブロックは、（例えば、変換ユニット１０４において
）変換され、かつ／または（例えば、量子化ユニット１０６において）量子化され得る。
量子化された残差変換係数ブロックは、エントロピーコーディングユニット（例えば、エ
ントロピーコーディングユニット１０８）に送信され、ビットレートを低減するようにエ
ントロピーコーディングされ得る。エントロピーコーディングされた残差係数は、パッキ
ングされ、出力ビデオビットストリーム（例えば、ビットストリーム１２０）の一部を形
成することができる。
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【００３１】
　図１１は、コーディングされたビットストリーム構造の例を示す図である。コーディン
グされたビットストリーム１０００は複数のＮＡＬ（ネットワーク抽出層）ユニット１０
０１からなる。ＮＡＬユニットは、コーディングされたスライス１００６等のコーディン
グされたサンプルデータ、またはパラメータセットデータ、スライスヘッダデータ１００
５もしくは補助的強化情報データ１００７（これは、ＳＥＩメッセージと呼ばれる場合が
ある）等の高水準シンタックスメタデータを含むことができる。パラメータセットは、複
数のビットストリーム層（例えば、ビデオパラメータセット１００２（ＶＰＳ））に適用
することができるか、または１つの層内のコーディングされたビデオシーケンス（例えば
、シーケンスパラメータセット１００３（ＳＰＳ））に適用することができるか、または
１つのコーディングされたビデオシーケンス内の複数のコーディングされたピクチャ（例
えば、ピクチャパラメータセット１００４（ＰＰＳ））に適用することができる重要なシ
ンタックス要素を含む高水準シンタックス構造である。パラメータセットは、ビデオビッ
トストリームのコーディングされたピクチャとともに送信され得るか、または他の手段（
信頼性のあるチャネル、ハードコーディング等を用いた帯域外伝送を含む）を通じて送信
され得る。スライスヘッダ１００５も、比較的小さいか、またはある特定のスライスまた
はピクチャタイプのみに関係するいくつかのピクチャ関連情報を含むことができる高水準
シンタックス構造である。ＳＥＩメッセージ１００７は、復号プロセスによって必要とさ
れない場合があるが、ピクチャ出力タイミングもしくは表示および／または損失検出およ
び秘匿等の様々な他の目的で用いられ得る情報を搬送する。
【００３２】
　図９は、通信システムの例を示す図である。通信システム１３００は、エンコーダ１３
２０と、通信ネットワーク１３０４と、デコーダ１３０６とを備えることができる。エン
コーダ１３０２は、接続１３０８を介して通信ネットワーク１３０４と通信することがで
きる。接続１３０８は、有線接続または無線接続であり得る。エンコーダ１３０２は、図
１Ａのブロックベースのビデオエンコーダに類似し得る。エンコーダ１３０２は、単層コ
ーデック（例えば、図１Ａ）または多層コーデックを含むことができる。
【００３３】
　デコーダ１３０６は、接続１３１０を介して通信ネットワーク１３０６と通信すること
ができる。接続１３１０は、有線接続または無線接続であり得る。デコーダ１３０６は、
図２Ａのブロックベースのビデオデコーダに類似し得る。デコーダ１３０６は、単層コー
デック（例えば、図２Ａ）または多層コーデックを含むことができる。例えば、デコーダ
１３０６は、ピクチャレベルのＩＬＰサポートを有する多層（例えば２層）スケーラブル
デコーディングシステムであり得る。
【００３４】
　エンコーダ１３０２および／またはデコーダ１３０６は、デジタルテレビ、無線ブロー
ドキャストシステム、ネットワーク要素／端末、コンテンツサーバまたはウェブサーバ等
のサーバ（例えば、ハイパーテキスト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）サーバ）、携帯情報端
末（ＰＤＡ）、ラップトップまたはデスクトップコンピュータ、タブレットコンピュータ
、デジタルカメラ、デジタル記録デバイス、ビデオゲームデバイス、ビデオゲームコンソ
ール、セルラまたは衛星無線電話、デジタルメディアプレーヤ等であるが、これらに限定
されない、多岐にわたる有線通信デバイスおよび／または無線送信／受信ユニット（ＷＴ
ＲＵ）に組み込まれ得る。
【００３５】
　通信ネットワーク１３０４は、任意の適したタイプの通信ネットワークであり得る。例
えば、通信ネットワーク１３０４は、音声、データ、ビデオ、メッセージ、ブロードキャ
スト等のコンテンツを複数の無線ユーザに提供する複数のアクセスシステムであり得る。
通信ネットワーク１３０４は、複数の無線ユーザが、無線帯域幅を含むシステムリソース
の共有を通じてそのようなコンテンツにアクセスすることを可能にすることができる。例
えば、通信ネットワーク１３０４は、符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）、時分割多重ア
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クセス（ＴＤＭＡ）、周波数分割多重アクセス（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ
）、単一搬送波ＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）等の１または複数のチャネルアクセス方法を
利用することができる。通信ネットワーク１３０４は、複数の接続された通信ネットワー
クを含むことができる。通信ネットワーク１３０４は、インターネット、および／または
、セルラネットワーク、ＷｉＦｉホットスポット、インターネットサービスプロバイダネ
ットワーク（ＩＳＰ）等の１つもしくは複数の商用プライベートネットワークを含むこと
ができる。
【００３６】
　図１０は、例示的なＷＴＲＵのシステム図である。ＷＴＲＵ９００は、プロセッサ９１
８、送受信機９２０、送信／受信要素９２２、スピーカ／マイクロフォン９２４、キーパ
ッドまたはキーボード９２６、ディスプレイ／タッチパッド９２８、非取り外し可能メモ
リ９３０、取り外し可能メモリ９３２、電源９３４、グローバルポジショニングシステム
（ＧＰＳ）チップセット９３６および／または他の周辺機器９３８を含むことができる。
ＷＴＲＵ９００は、実施形態との一貫性を保ちながら、上記の要素の任意の部分的組み合
わせを含むことができることが理解されよう。更に、エンコーダ（例えば、エンコーダ１
３０２）および／またはデコーダ（例えば、デコーダ１３０６）が組み込まれ得る端末は
、図１０のＷＴＲＵ９００を参照して本明細書において描かれ、説明された要素のうちの
いくつかまたは全てを含むことができる。
【００３７】
　プロセッサ９１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来のプロセッサ、デジタル
信号プロセッサ（ＤＳＰ）、グラフィック処理ユニット（ＧＰＵ）、複数のマイクロプロ
セッサ、ＤＳＰコアに関連付けられた１または複数のマイクロプロセッサ、コントローラ
、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブ
ルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、任意の他のタイプの集積回路（ＩＣ）、状態マシン等
であり得る。プロセッサ９１８は、信号コーディング、データ処理、電力制御、入出力処
理、および／またはＷＴＲＵ９００が有線および／または無線環境で動作することを可能
にする任意の他の機能を実行することができる。プロセッサ９１８は、送受信機９２０に
結合されることが可能であり、送受信機９２０は、送信／受信要素９２２に結合されるこ
とが可能である。図１０は、プロセッサ９１８および送受信機９２０を別個の要素として
描いているが、プロセッサ９１８および送受信機９２０は、電子パッケージおよび／また
はチップにおいて共に集積され得ることが理解されよう。
【００３８】
　送信／受信要素９２２は、エアインタフェース９１５を介して別の端末に信号を送信し
かつ／または別の端末から信号を受信するように構成され得る。例えば、１または複数の
実施形態において、送信／受信要素９２２は、ＲＦ信号を送信および／または受信するよ
うに構成されたアンテナであり得る。１または複数の実施形態において、送信／受信要素
９２２は、例えば、ＩＲ、ＵＶまたは可視光信号を送信および／または受信するように構
成されたエミッタ／検出器であり得る。１または複数の実施形態では、送信／受信要素９
２２は、ＲＦ信号および光信号の双方を送信および／または受信するように構成され得る
。送信／受信要素９２２は、無線信号の任意の組み合わせを送信および／または受信する
ように構成され得る。
【００３９】
　更に、送信／受信要素９２２が図１０において単一の要素として示されているが、ＷＴ
ＲＵ９００は、任意の数の送信／受信要素９２２を含むことができる。より詳細には、Ｗ
ＴＲＵ９００は、ＭＩＭＯ技術を採用することができる。このため、いくつかの実施形態
では、ＷＴＲＵ９００は、エアインタフェース９１５を介して無線信号を送信および受信
するための２つ以上の送信／受信要素９２２（例えば、複数のアンテナ）を含むことがで
きる。
【００４０】
　送受信機９２０は、送信／受信要素９２２によって送信されることになる信号を変調し
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、かつ／または送信／受信要素９２２によって受信される信号を復調するように構成され
得る。上記に示すように、ＷＴＲＵ９００は、マルチモード機能を有することができる。
このため、送受信機９２０は、例えば、ＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ８０２．１１等の、ＷＴ
ＲＵ９００が複数のＲＡＴを介して通信することを可能にするための複数の送受信機を含
むことができる。
【００４１】
　ＷＴＲＵ９００のプロセッサは、スピーカ／マイクロフォン９２４、キーパッド９２６
および／またはディスプレイ／タッチパッド９２８（例えば、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ
）表示ユニットまたは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）表示ユニット）に結合されること
が可能であり、これらからユーザ入力データを受信することができる。プロセッサ９１８
は、スピーカ／マイクロフォン９２４、キーボード９２６および／またはディスプレイ／
タッチパッド９２８にユーザデータを出力することもできる。更に、プロセッサ９１８は
、非取り外し可能メモリ９３０および／または取り外し可能メモリ９３２等の任意のタイ
プの適切なメモリからの情報にアクセスし、このメモリにデータを記憶することができる
。非取り外し可能メモリ９３０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、リードオンリー
メモリ（ＲＯＭ）、ハードディスクまたは任意の他のタイプのメモリストレージデバイス
を含むことができる。取り外し可能メモリ９３２は、加入者アイデンティティモジュール
（ＳＩＭ）カード、メモリスティック、セキュアデジタル（ＳＤ）メモリカード等を含む
ことができる。１または複数の実施形態では、プロセッサ９１８は、サーバまたはホーム
コンピュータ（図示せず）等のＷＴＲＵ９００上に物理的に位置していないメモリからの
情報にアクセスし、このメモリにデータを記憶することができる。
【００４２】
　プロセッサ９１８は、電源９３４から電力を受信することができ、ＷＴＲＵ９００内の
他のコンポーネントに対し電力を分配および／または制御するように構成され得る。電源
９３４は、ＷＴＲＵ９００に電力供給するための任意の適切なデバイスであり得る。例え
ば、電源９３４は、１または複数の乾電池（例えば、ニッケルカドミウム（ＮｉＣｄ）、
ニッケル亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、リチウムイオン（Ｌｉイオン）
等）、太陽電池、燃料電池等を含むことができる。
【００４３】
　プロセッサ９１８は、ＧＰＳチップセット９３６に結合され得る。これは、ＷＴＲＵ９
００の現在のロケーションに関するロケーション情報（例えば、緯度および経度）を提供
するように構成され得る。ＧＰＳチップセット９３６からの情報に加えて、またはこの情
報に代えて、ＷＴＲＵ９００は端末（例えば、基地局）からのエアインタフェース９１５
を介してロケーション情報を受信し、かつ／または２つ以上の近隣の基地局から信号が受
信されるタイミングに基づいてそのロケーションを求めることができる。ＷＴＲＵ９００
は、実施形態との一貫性を保ちながら、任意の適切なロケーション決定方法によってロケ
ーション情報を取得することができることが理解されよう。
【００４４】
　プロセッサ９１８は、更なる特徴、機能および／または有線もしくは無線接続性を提供
する１または複数のソフトウェアおよび／またはハードウェアモジュールを含むことがで
きる他の周辺機器９３８に更に結合され得る。例えば、周辺機器９３８は、加速度計、方
位センサ、動きセンサ、近接性センサ、電子コンパス、衛星送受信機、デジタルカメラお
よび／またはビデオレコーダ（例えば、写真および／またはビデオ用）、ユニバーサルシ
リアルバス（ＵＳＢ）ポート、振動デバイス、テレビ送受信機、ハンズフリーヘッドセッ
ト、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、周波数変調（ＦＭ）無線ユニット、お
よびデジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュール、イン
ターネットブラウザ等のソフトウェアモジュールを含むことができる。
【００４５】
　例として、ＷＴＲＵ９００は、無線信号を送信および／または受信するように構成され
ることが可能であり、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、固定または移動加入者ユニット、ペ
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ージャ、セルラ電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、スマートフォン、ラップトップ、ネット
ブック、タブレットコンピュータ、パーソナルコンピュータ、無線センサ、消費者家電、
または圧縮されたビデオ通信を受信および処理することが可能な任意の他の端末を含むこ
とができる。
【００４６】
　ＷＴＲＵ９００および／または通信ネットワーク（例えば、通信ネットワーク１３０４
）は、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）を用いてエアインタフェース９１５を確立すること
ができるユニバーサル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）陸上無線アクセス（ＵＴＲＡ）等
の無線技術を実施することができる。ＷＣＤＭＡは、高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ）
および／または発展型ＨＳＰＡ（ＨＳＰＡ＋）等の通信プロトコルを含むことができる。
ＨＳＰＡは、高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）および／または高速アッ
プリンクパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）を含むことができる。ＷＴＲＵ９００および／
または通信ネットワーク（例えば、通信ネットワーク１３０４）は、発展型ＵＭＴＳ陸上
無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）等の無線技術を実装することができる。この無線技術は、
ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）および／またはＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－
Ａ）を用いてエアインタフェース９１５を確立することができる。
【００４７】
　ＷＴＲＵ９００および／または通信ネットワーク（例えば、通信ネットワーク１３０４
）は、ＩＥＥＥ８０２．１６（例えば、マイクロ波アクセスのための世界規模の相互運用
性（ＷｉＭＡＸ））、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００Ｅ
Ｖ－ＤＯ、暫定基準２０００（ＩＳ－２０００）、暫定基準９５（ＩＳ－９５）、暫定基
準８５６（ＩＳ－８５６）、移動通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ）、ＧＳＭエ
ボリューションのための強化されたデータレート（ＥＤＧＥ）、ＧＳＭ　ＥＤＧＥ（ＧＥ
ＲＡＮ）等の無線技術を実施することができる。ＷＴＲＵ９００および／または通信ネッ
トワーク（例えば、通信ネットワーク１３０４）は、ＩＥＥＥ８０２．１１、ＩＥＥＥ８
０２．１５等の無線技術を実施してもよい。
【００４８】
無損失コーディング
　医療ビデオアプリケーションおよびハイエンドプロフェッショナルビデオアプリケーシ
ョン等のいくつかのビデオアプリケーションについて、損失を伴うことなく元のビデオ信
号内に全ての情報を保持することが望ましい場合がある。そのようなビデオアプリケーシ
ョンについて、無損失コーディングを用いることができる。無損失コーディングにおいて
、変換および量子化等の情報損失を引き起こす場合があるビデオコーデックにおける処理
ブロックが変更および／またはバイパスされ得る。それぞれ図１Ｂおよび図２Ｂのエンコ
ーダおよびデコーダ構成は、無損失コーディングを達成するために用いられ得る。無損失
コーディングにおいて、変換、量子化、逆変換および逆量子化のための処理ブロックは適
用されない。更に、図１Ｂの加算器１２６および図２Ｂの加算器２２６の結果として再構
成されたビデオブロックは、元のビデオブロックと数学的に同じであるため、ループ内フ
ィルタリングは必要でない場合があり、実際に、望ましくない歪みを引き起こす場合があ
る。したがって、いくつかの実施形態では、ループ内フィルタリングのための処理ブロッ
クも適用されない。
【００４９】
　無線ディスプレイおよびクラウドコンピューティング等の急速に成長するビデオアプリ
ケーションに起因して、スクリーンコンテンツコーディング（ＳＣＣ）が近年、学界およ
び産業界からの多くの関心を得ている。ＨＥＶＣは、以前のビデオコーディング規格と比
較してコーディング効率において大きな改善を達成しているが、これは、主にカメラによ
って捕捉される自然のビデオのために設計されたものである。一方、通常、テキストおよ
びグラフィック等のコンピュータにより生成されたコンテンツからなるスクリーンコンテ
ンツビデオは、自然のコンテンツの特性と極めて異なる特性を示す。これを考慮すると、
スクリーンコンテンツコーディングのためにＨＥＶＣを拡張することが望ましい。ブロッ
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ク内コピー（ＩＢＣ）は、非特許文献１に記載されているように、ＨＥＶＣスクリーンコ
ンテンツコーディング拡張に採用されている１つのコーディング方法である。ＩＢＣは、
同じピクチャの既に再構成された領域のピクセルから現在のＰＵのピクセルを予測するこ
とによって、（特に、ピクチャが、テキストおよびグラフィックが豊富なかなりの量のス
クリーンコンテンツを含む場合に）１つのピクチャにおいて固有のピクチャ内冗長性を利
用するように設計された。インターモードと同様に、ＩＢＣモードを用いてコーディング
されたＣＵの場合、１つの予測されたＰＵとその基準ブロックとの間の変位は、ブロック
ベクトル（ＢＶ）によって表される。ＢＶは、ビットストリーム内の対応する残差ととも
にコーディングされる。
【００５０】
　ＨＥＶＣおよびその拡張において、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｅｎａｂｌ
ｅｄ＿ｆｌａｇと呼ばれるシンタックス要素は、ピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）に
おいてシグナリングされ、変換および量子化が、ブロックごとの単位でバイパスされるこ
とが可能であるか否かを示す。非特許文献２に記載されているように、ＨＥＶＣにおける
ＰＰＳシンタックステーブルが以下の表１に示され、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓ
ｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇが行２２に示されている。
【００５１】
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【表１－１】

【００５２】
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【表１－２】

【００５３】
　現在のスライスが、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ
（表１の行２２）が１に設定されている（これは、スライスヘッダ（表２における行５）
内のｓｌｉｃｅ＿ｐｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを、適切なＰＰＳを特定す
るための適切な値に設定することによって行われる）ＰＰＳを参照する場合、コーディン
グユニットまたはＣＵレベルにおいて、現在のスライスにおける全てのＣＵについてｃｕ
＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇと呼ばれる追加のフラグがシグナリン
グされる。ｃｏｄｉｎｇ＿ｕｎｉｔシンタックステーブルが表３に示されている。
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【００５４】
【表２－１】

【００５５】
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【表２－２】

【００５６】
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【表２－３】

【００５７】
【表３】

【００５８】
　ｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇの値（表３の行３）は、（ｃｕ
＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇが１に等しい場合）変換および量子化
が現在のＣＵについてバイパスされているか、または（ｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂ
ｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇが０に等しい場合）変換および量子化が現在のＣＵについて適用さ
れるかを示す。ＰＰＳにおけるｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿
ｆｌａｇが０に設定されているとき、追加のＣＵレベルフラグであるｃｕ＿ｔｒａｎｓｑ
ｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇはシグナリングされず、０である（すなわち、変換お
よび量子化が現在のＣＵについて適用される）ことが推測される。
【００５９】
　フラグｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇが現在のＣＵについて１
に設定されているとき、変換および量子化は予測残差に適用されない。代わりに、予測残
差は、その予測モード情報、動き情報等とともに直接エントロピーコーディングされ、ビ
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デオビットストリームにパッキングされる。更に、デブロッキングおよびサンプル適応オ
フセット（ＳＡＯ）は、現在のＣＵのためにバイパスされる。このようにして、ブロック
レベル無損失コーディングが達成され、すなわち、再構成されたＣＵは元のＣＵと数学的
に同じである。
【００６０】
　無損失コーディングを必要とするビデオアプリケーションの場合、シーケンスレベルに
おいて無損失コーディングを適用する（すなわち、シーケンス全体が損失を伴うことなく
コーディングされる）か、またはピクチャ／スライスレベルにおいて無損失コーディング
を適用する（すなわち、ピクチャ／スライス全体が損失を伴うことなくコーディングされ
る）ことが望ましい場合がある。第１のバージョンのＨＥＶＣ規格およびＨＥＶＣ範囲拡
張は、現在、ＪＣＴ－ＶＣにおける開発下にあり、シーケンス／ピクチャ／スライスレベ
ルの無損失コーディングを示すための高水準シグナリングを含まず、他の方法でも提供し
ない。代わりに、既存のシグナリング方式を用いてシーケンス／ピクチャ／スライスレベ
ルの無損失コーディングを達成するために、以下の動作、すなわち、（ｉ）ｔｒａｎｓｑ
ｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇが１に設定されるＰＰＳの作成、（
ｉｉ）ビデオシーケンス／ピクチャ／スライスのスライスセグメントヘッダにおいて、ｔ
ｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇが１に等しいＰＰＳを参
照すること、（ｉｉｉ）シーケンス／ピクチャ／スライス内の全てのＣＵについて、フラ
グｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇの値を１に設定すること、が実
行され得る。
【００６１】
　無損失モードのブロックレベルのシグナリングのみに依拠することは、いくつかの欠点
を有する。特に、これは、シーケンス／ピクチャ／スライスにおける全てのＣＵについて
ｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇを送信することを必要とし、これ
は効率的でない場合がある。このＣＵレベルのフラグｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙ
ｐａｓｓ＿ｆｌａｇをコーディングするのにコンテキスト適応型バイナリ算術コーディン
グ（ＣＡＢＡＣ）が用いられ、これはシグナリングオーバヘッドを効果的に低減すること
ができるが、これは依然として、デコーダがシーケンス／ピクチャ／スライス内の全ての
ＣＵについて追加のシンタックス要素をパースすることを依然として必要とし、これは冗
長な動作となる場合がある。
【００６２】
　更に、無損失モードのためのブロックレベルシグナリングのみが利用可能である場合、
デコーダは、完全に無損失のコーディングのために適切に準備することができない場合が
ある。なぜなら、逆量子化、逆変換、デブロッキングフィルタ、ＳＡＯ等の処理ブロック
が、いくつかの未来のＣＵのために依然として必要とされる場合がある（すなわち、いく
つかの未来のＣＵのｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇの値が０に設
定される場合がある）ことが起こり得るままであるためである。これにより、そうでなけ
れば、不要な処理ブロックをシャットダウンすることにより得られたはずの利用可能な電
力節減が制限される。
【００６３】
　同様に、現在のビデオビットストリームは、無損失符号化に必要とされない様々なレベ
ルの複数のシンタックス要素を含む。これらの要素は、高水準シンタックス構造における
逆量子化、逆変換、デブロッキングおよびＳＡＯに関係する。例えば、ＰＰＳにおいて、
いくつかのシンタックス要素（例えば、それぞれ表１の行１１、１４、１７、１８に示す
ようにｉｎｉｔ＿ｑｐ＿ｍｉｎｕｓ２６、ｃｕ＿ｑｐ＿ｄｅｌｔａ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆ
ｌａｇ、ｐｐｓ＿ｃｂ／ｃｒ＿ｑｐ＿ｏｆｆｓｅｔ）は、逆量子化プロセスに関係付けら
れ、いくつかのシンタックス要素（例えば、それぞれ表１の行４０、４３、４４に示すよ
うにｄｅｂｌｏｃｋｉｎｇ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ｏｖｅｒｒｉｄｅ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａ
ｇ、ｐｐｓ＿ｂｅｔａ＿ｏｆｆｓｅｔ＿ｄｉｖ２、ｐｐｓ＿ｔｃ＿ｏｆｆｓｅｔ＿ｄｉｖ
２）は、デブロッキングプロセスに関係付けられ、いくつかのシンタックス要素（それぞ
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れ表１の行７２、７３に示すようにｌｏｇ２＿ｓａｏ＿ｏｆｆｓｅｔ＿ｓｃａｌｅ＿ｌｕ
ｍａ、ｌｏｇ２＿ｓａｏ＿ｏｆｆｓｅｔ＿ｓｃａｌｅ＿ｃｈｒｏｍａ）はＳＡＯプロセス
に関係付けられている。同様に、スライスセグメントヘッダにおけるいくつかのシンタッ
クス要素は、逆量子化（それぞれ表２の行７４、７６、７７に示すように、ｓｌｉｃｅ＿
ｑｐ＿ｄｅｌｔａ、ｓｌｉｃｅ＿ｃｂ＿ｑｐ＿ｏｆｆｓｅｔ、ｓｌｉｃｅ＿ｃｒ＿ｑｐ＿
ｏｆｆｓｅｔ）、デブロッキング（行８６、８７に示すように、ｓｌｉｃｅ＿ｂｅｔａ＿
ｏｆｆｓｅｔ＿ｄｉｖ２、ｓｌｉｃｅ＿ｔｃ＿ｏｆｆｓｅｔ＿ｄｉｖ２）、およびＳＡＯ
（表２の行４７および４９に示すように、ｓｌｉｃｅ＿ｓａｏ＿ｌｕｍａ＿ｆｌａｇ、ｓ
ｌｉｃｅ＿ｓａｏ＿ｃｈｒｏｍａ＿ｆｌａｇ）に関係付けられている。これらのシンタッ
クス要素および他のシンタックス要素は、表１～表３においてアスタリスクでマーキング
されている。無損失コーディングがシーケンス／ピクチャ／スライスレベルで適用される
とき、これらのシンタックス要素をシグナリングする必要がない場合があり、これによっ
てシグナリングオーバヘッドが低減する。一方、無損失コーディングモードの高水準のイ
ンジケーションがない場合、これらの高水準シンタックス要素は、ビットストリーム内に
符号化され、それぞれのデコーダに送信されなくてはならない。
【００６４】
　また更に、ビデオビットストリームは、ブロックレベルにおいて（例えば、ＣＵレベル
において）変換に関係するシグナリングを含むことができる。例えば、ｔｒａｎｓｆｏｒ
ｍ＿ｔｒｅｅ（）シンタックス構造（ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｔｒｅｅ（）の単純化された
バージョンが表７に示されている）において、変換ユニットの四分木分割が行われている
か否か（ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｓｐｌｉｔ＿ｆｌａｇ）および／または変換ブロックにお
いて、ルーマおよびクロマのための任意の非ゼロ係数が存在するか否かを示すフラグ（ｃ
ｂｆ＿ｌｕｍａ、ｃｂｆ＿ｃｂおよびｃｂｆ＿ｃｒ）がシグナリングされる。無損失コー
ディングモードにおいて、ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｔｒｅｅ（）シンタックスは、これらの
フラグのシグナリングを明示的にバイパスし、代わりに、これらのフラグを適切なデフォ
ルト値に設定することによって単純化され得る。
【００６５】
シグナリング無損失コーディングモード
　本明細書において記載されているのは、上記の不利な点のうちの１つまたは複数を克服
することができる、無損失コーディングモードにおいて用いられるシグナリング方法の様
々な実施形態である。１つのそのような実施形態では、無損失コーディングモードのシグ
ナリングは、ＰＰＳシンタックス構造を変更することによって行われ得る。表４は、いく
つかの実施形態による変更されたＰＰＳシンタックステーブルを示す。ここで、このＰＰ
Ｓを参照するスライス内の全てのコーディングユニットのフラグｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａ
ｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇのデフォルト値を示すための追加のフラグであるｔｒａｎ
ｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇが追加される。この実施形態で
は、ビットストリームは、各個々のコーディングユニットにおいてフラグｃｕ＿ｔｒａｎ
ｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇをシグナリングする必要がない。この新たなフラ
グを１に設定し、フラグｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａ
ｇを０に設定することによって、エンコーダは、シーケンスおよび／またはピクチャおよ
び／またはスライスレベルにおいて、無損失コーディングが適用されることをデコーダに
示すことができる。すなわち、ＣＵレベルのシグナリングを一切伴うことなく、この現在
のＰＰＳを参照する全てのＣＵの変換、変換スキップ、量子化およびループ内フィルタリ
ングプロセスがバイパスされる。
【００６６】
　ｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇが存在しないとき、新たなフラ
グｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇがｃｕ＿ｔｒａｎｓ
ｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇのデフォルト値を指定するとみなされ得る。
【００６７】
　０のＣＵレベルフラグｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇの既存の
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セマンティクスは、以下のように変更され得る。１に等しいｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ
＿ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇは、副節８．６に指定されるようなスケーリングおよび変換プ
ロセスを指定し、副節８．７において指定されるようなループ内フィルタプロセスはバイ
パスされる。ｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇが存在しないとき、
このフラグはｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇに等しい
ことが推測される。表４に示されているように、この新たなフラグｔｒａｎｓｑｕａｎｔ
＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇ（表４、行１１）は、表４においてアスタリ
スクでマーキングされている逆量子化、逆変換およびループ内フィルタリングプロセスに
関係するＰＰＳ内の（表４の行１２、１５、１７、２１、２８、４２、４５、５７、７４
および８４に示すような）複数のシンタックス要素の存在を条件付けるために用いられ得
る。これらの条件は、これらのシンタックス要素が、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓ
ｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇが０に等しいとき（すなわち、損失ありコーディングが適
用されるとき）にのみ送信されるように設定される。ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓ
ｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇが１に等しいとき（すなわち、無損失コーディングが適用
されるとき）、これらのシンタックス要素は送信されない。代わりに、それらの値は０で
あることが推測される。例えば、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ
＿ｆｌａｇが１に設定されているときに、ｃｕ＿ｑｐ＿ｄｅｌｔａ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆ
ｌａｇの値が０であると推測することによって、デルタＱＰ関連シンタックス要素がＣＵ
レベルにおいてシグナリングされないことが示され、これにより、ビットを節減し、シン
タックスパースを単純化する。
【００６８】
　更に、ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｓｋｉｐ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇの存在を条件付ける
ために新たなフラグｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇが
用いられる。ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｓｋｉｐ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇは、変換プロセ
スのみをバイパスする（量子化プロセスをバイパスしない）ために用いられる。したがっ
て、これはｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇのサブセッ
トである。更に、新たなフラグｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿
ｆｌａｇは、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇの存在を
条件付けるために用いられる。このようにして、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿
ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇが１に設定されるとき（すなわち、無損失コーディングモード
）、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇが０であることが
推測され、ＣＵレベルにおけるｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇの
シグナリングがスキップされる。
【００６９】
【表４－１】
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【００７０】
【表４－２】
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【００７１】
【表４－３】

【００７２】
　別の実施形態において、ＨＥＶＣ範囲拡張を通じた提案される追加のシンタックス要素
を実施するために、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇの
ロケーションが、ＰＰＳ拡張の一部として（すなわち、ｐｐｓ＿ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ＿ｆ
ｌａｇ［０］の「ｉｆ」条件内で）更に下方に動かされ得る。この構成は、ＨＥＶＣ範囲
拡張のＰＰＳシンタックスが、ＨＥＶＣ標準規格の第１のバージョンと最大限の後方互換
性を有することを確実にすることができる（非特許文献３）。表５は、そのような構成の
一例を示す。この構成において、新たなフラグｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄ
ｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇは、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆ
ｌａｇの値で条件付けられ得る。すなわち、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅ
ｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇは、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌ
ａｇが０に等しいときにしかシグナリングされない。ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓ
ｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇが１に等しいとき、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ
＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇはシグナリングされず、このＰＰＳを参照する各コーディン
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グユニットにおけるｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇの値は、コー
ディングユニットレベルのビットストリームから明示的に受信される。一方、この実施形
態の構成において、新たなフラグは、主要なＰＰＳシンタックスの一部でないため、上記
で説明したような表４内の量子化、変形、変形スキップおよびループ内フィルタリングに
関係する既存のＰＰＳシンタックス要素（アスタリスクでマーキングされたシンタックス
要素）の存在を条件付けするために用いられ得ない。別のフラグｌｏｓｓｌｅｓｓ＿ｃｏ
ｄｉｎｇ＿ｃｏｎｆｏｒｍａｎｃｅ＿ｆｌａｇは、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ
＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇが１である場合にシグナリングされる。フラグｌｏｓｓｌｅ
ｓｓ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｃｏｎｆｏｒｍａｎｃｅ＿ｆｌａｇが１である場合、無損失コーデ
ィングモードにおいて用いられていないシンタックス要素のシグナリングされた値が適切
な値を有することを確実にするために、ビットストリーム適合性要件が適用され得る。例
えば、適合するビットストリームにおいて、ｃｕ＿ｑｐ＿ｄｅｌｔａ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿
ｆｌａｇ、ｐｐｓ＿ｌｏｏｐ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｓｌｉｃｅｓ＿ｅｎａｂｌ
ｅｄ＿ｆｌａｇ、ｄｅｂｌｏｃｋｉｎｇ　ｆｉｌｔｅｒ＿ｃｏｎｔｒｏｌ＿ｐｒｅｓｅｎ
ｔ＿ｆｌａｇ、ｌｏｏｐ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｔｉｌｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿
ｆｌａｇ、ｐｐｓ＿ｓｃａｌｉｎｇ＿ｌｉｓｔ＿ｄａｔａ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ等
を含むシンタックス要素の値は、新たなフラグｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄ
ｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇが１に設定されている場合に、０に設定されるように要求され得
る。そのようなビットストリーム適合性要件は、無損失コーディングにおいて用いられて
いないシンタックス要素に関係するシグナリングオーバヘッドを最小にするのに役立つこ
とができる。
【００７３】
　上記で説明したように、いくつかの実施形態では、ＰＰＳは、無損失コーディングのイ
ンジケーションのために、新たなフラグｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａ
ｕｌｔ＿ｆｌａｇを搬送するように用いられる。一方、他の実施形態では、提案されたフ
ラグを搬送するために、シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）またはビデオパラメータ
セット（ＶＰＳ）等の他の高水準シンタックス構造も用いられてもよい。あるいは、スラ
イスレベルの無損失コーディングインジケーションのみが望ましい場合、提案された新た
なフラグを搬送するためにスライスセグメントヘッダが用いられてもよい。
【００７４】
　量子化、変換およびループ内フィルタリングプロセスに関係するいくつかのシンタック
ス要素は、ＳＰＳの一部としてシグナリングされ得ることに留意されたい。そのようなＳ
ＰＳシンタックス要素の例は、ｌｏｇ２＿ｍｉｎ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｂｌｏｃｋ＿ｓ
ｉｚｅ＿ｍｉｎｕｓ２、ｌｏｇ２＿ｄｉｆｆｍａｘ＿ｍｉｎ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｂｌ
ｏｃｋ＿ｓｉｚｅ、ｍａｘ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｄｅｐｔｈ＿ｉ
ｎｔｅｒ、ｍａｘ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｄｅｐｔｈ＿ｉｎｔｒａ
、ｓｃａｌｉｎｇ＿ｌｉｓｔ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、ｓａｍｐｌｅ＿ａｄａｐｔｉ
ｖｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、ｐｃｍ＿ｌｏｏｐ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ｄ
ｉｓａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｓｋｉｐ＿ｒｏｔａｔｉｏｎ＿ｅｎａ
ｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｓｋｉｐ＿ｃｏｎｔｅｘｔ＿ｅｎａｂｌｅｄ
＿ｆｌａｇ等を含む。無損失コーディングモードがＳＰＳレベルまたはＶＰＳレベルにお
けるフラグｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇを用いて示
される場合、提案されるフラグは、量子化、変形、変形スキップ、変形スキップ回転、お
よびループ内フィルタリングプロセスに関係するＳＰＳシンタックス要素の存在を条件付
けるために用いられ得る。あるいは、同様のビットストリーム適合性要件もまた、これら
のシンタックス要素のために適切な値がシグナリングされることを確実にするために、例
えば、適合性フラグが設定される場合にループ内フィルタが無効にされることを確実にす
るために適用され得る。
【００７５】
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【表５】

【００７６】
スライスヘッダシグナリング
　更なる実施形態において、スライスヘッダシグナリングが用いられ得る。ＰＰＳと同様
に、表２におけるスライスセグメントヘッダも、変形、量子化、およびループ内フィルタ
リング処理ブロックのために用いられる複数のシンタックス要素（アスタリスクでマーキ
ングされたシンタックス要素）を含む。これらのシンタックス要素は、新たなフラグｔｒ
ａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇの値で条件付けられること
が可能であり、無損失コーディングが、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａ
ｕｌｔ＿ｆｌａｇを１に設定することによって示されているとき、これらのシンタックス
要素はシグナリングされる必要がない場合がある。表６はそのような例を示す。
【００７７】
　表２に示すように、スライスセグメントヘッダは、量子化、変換およびループ内フィル
タリングプロセスに関係付けられたいくつかのシンタックス要素を含む。そのようなスラ
イスセグメントヘッダシンタックス要素（それらの行番号がアスタリスクでマーキングさ
れている）は、ｓｌｉｃｅ＿ｓａｏ＿ｌｕｍａ＿ｆｌａｇ、ｓｌｉｃｅ＿ｓａｏ＿ｃｈｒ
ｏｍａ＿ｆｌａｇ、ｓｌｉｃｅ＿ｑｐ＿ｄｅｌｔａ、ｓｌｉｃｅ＿ｃｂ＿ｑｐ＿ｏｆｆｓ
ｅｔ、ｓｌｉｃｅ＿ｃｒ＿ｑｐ＿ｏｆｆｓｅｔ、ｓｌｉｃｅ＿ｃｈｒｏｍａ＿ｑｐ＿ａｄ
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ｊｕｓｔｍｅｎｔ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、ｄｅｂｌｏｃｋｉｎｇ＿ｆｉｌｔｅｒ＿
ｏｖｅｒｒｉｄｅ＿ｆｌａｇ、ｓｌｉｃｅ＿ｄｅｂｌｏｃｋｉｎｇ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ｄｉ
ｓａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、ｓｌｉｃｅ＿ｂｅｔａ＿ｏｆｆｓｅｔ＿ｄｉｖ２、ｓｌｉｃｅ
＿ｔｃ＿ｏｆｆｓｅｔ＿ｄｉｖ２およびｓｌｉｃｅ＿ｌｏｏｐ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏ
ｓｓ＿ｓｌｉｃｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇを含む。スライスレベル無損失コーディ
ングが、スライスセグメントヘッダにおいて提案されたフラグｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂ
ｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇをシグナリングすることによって有効にされてい
る場合、提案されたフラグは、スライスセグメントヘッダにおける量子化、変換およびル
ープ内フィルタリングプロセスに関係付けられたシンタックス要素の存在を条件付けする
ために用いられ得る。このため、１つの実施形態では、フラグｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂ
ｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇは、スライスセグメントヘッダにおける量子化、
変換およびループ内フィルタリングに関係付けられたシンタックス要素の前に配置される
。別の実施形態では、フラグｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆ
ｌａｇは、スライスセグメントヘッダにおける代替的なロケーション、例えば、量子化、
変換およびループ内フィルタリングに関係付けられたシンタックス要素の後に配置され得
る。この場合、ビットストリーム適合性要件は、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿
ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇが１に設定されている場合に、これらのシンタックス要素の値
が適切に設定されることを確実にするように適用されるべきである。ｔｒａｎｓｑｕａｎ
ｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇを１に設定することは、現在のスライス内
の全てのコーディングユニットが、無損失モードにおいて、ビットストリーム内の各個々
のコーディングユニットのｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇをシグ
ナリングすることなくコーディングされることを示す。更に、以下のビットストリーム適
合性要件、すなわち、提案されるフラグｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａ
ｕｌｔ＿ｆｌａｇが１に設定されているとき、現在のスライスが参照するＰＰＳのフラグ
ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇの値が１に等しいこと
が適用され得る。
【００７８】
　表６は、提案されるフラグｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆ
ｌａｇが、スライスセグメントヘッダにおける量子化、変換およびループ内フィルタリン
グに関係付けられたシンタックス要素の前にシグナリングされるときの変更されたスライ
スセグメントヘッダの１つの例を示す。表６の例は、提案されるｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿
ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇがスライスセグメントヘッダにおいてシグナリ
ングされることを示しているが、このフラグは代わりにＰＰＳ（表５）においてシグナリ
ングされてもよく、アスタリスクで示されるスライスセグメントヘッダシンタックス要素
の存在を条件付けるように用いられてもよい。
【００７９】
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【表６】

【００８０】
　ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇがＰＰＳ拡張の一部
としてシグナリングされる表５を例として用いると、図１２は、変更されたＰＰＳ拡張シ
ンタックスをデコーダ側でパースするためのアルゴリズムの１つの実施形態を示す。変更
されたＰＰＳ拡張において、提案されるフラグｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄ
ｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇがパースされ、その値がステップ１２０２において検査される。
ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇが０に等しい場合、高
効率ビデオコーディング（ＨＥＶＣ）範囲拡張テキスト仕様（草案６）における既存のＰ
ＰＳ拡張シンタックス要素がパースされ、処理される（ステップ１２０４）。ｔｒａｎｓ
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ｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇが１に等しい場合、シンタックス
要素ｃｈｒｏｍａ＿ｑｐ＿ａｄｊｕｓｔｍｅｎｔ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、ｌｏｇ２
＿ｓａｏ＿ｏｆｆｓｅｔ＿ｓｃａｌｅ＿ｌｕｍａおよびｌｏｇ２＿ｓａｏ＿ｏｆｆｓｅｔ
＿ｓｃａｌｅ＿ｃｈｒｏｍａがパースされず、代わりにそれらの値が０であると推測され
る（ステップ１２０６）。フラグｌｏｓｓｌｅｓｓ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｃｏｎｆｏｒｍａｎ
ｃｅ＿ｆｌａｇが１である場合（ステップ１２０７）、ビットストリーム適合性要件が適
用される。適合性要件は、量子化、変換、およびループ内フィルタリングに関係付けられ
た既存のＰＰＳシンタックス要素（例えば、ｉｎｉｔ＿ｑｐ＿ｍｉｎｕｓ２６、ｃｕ＿ｑ
ｐ＿ｄｅｌｔａ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、ｐｐｓ＿ｃｂ／ｃｒ＿ｑｐ＿ｏｆｆｓｅｔ
、ｃｕ＿ｑｐ＿ｄｅｌｔａ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、ｐｐｓ＿ｌｏｏｐ＿ｆｉｌｔｅ
ｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｓｌｉｃｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、ｄｅｂｌｏｃｋｉｎｇ＿
ｆｉｌｔｅｒ＿ｃｏｎｔｒｏｌ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ、ｌｏｏｐ＿ｆｉｌｔｅｒ＿
ａｃｒｏｓｓ＿ｔｉｌｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、ｐｐｓ＿ｓｃａｌｉｎｇ＿ｌｉ
ｓｔ＿ｄａｔａ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ等）のシグナリングされた値をチェックし、
これらのシンタックス要素が適切に無効にされていることを確実にすることによって適用
される（ステップ１２０８）。これらのシンタックス要素のうちの１つまたは複数が無効
にされていない場合、デコーダはビットストリーム適合性違反を報告し（ステップ１２１
０）、そうでない場合、ＰＰＳ拡張のパースが正常に完了する。
【００８１】
変換木シンタックスシグナリング
無損失コーディングのための変換四分木分割
　ＨＥＶＣおよびＨＥＶＣ範囲拡張は、変換木分割シンタックスを用いて、変換ユニット
（ＴＵ）のサイズをシグナリングする。１つの実施形態では、高効率ビデオコーディング
（ＨＥＶＣ）範囲拡張テキスト仕様（草案６）のセクション７．３．８．８において指定
される変換木シンタックスは、新たな提案されるフラグｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａ
ｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇに基づいて変更される必要がない。別の実施形態では、
変換木シンタックスは、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａ
ｇが１に等しいとき、四分木分割フラグ（ｓｐｌｉｔ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｆｌａｇ）
、ならびに／またはルーマおよびクロマ成分のためのコーディングされたブロックフラグ
（ｃｂｆ＿ｌｕｍａ、ｃｂｆ＿ｃｂ、ｃｂｆ＿ｃｒ）のシグナリングをバイパスするよう
に単純化され得る。単純化されたｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｔｒｅｅ（）シンタックスが表７
に示されている。ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇは、
ｓｐｌｉｔ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｆｌａｇの存在の更なる条件として用いられる。存在
しないとき、ほとんどの場合、ｓｐｌｉｔ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｆｌａｇの値は０であ
ると推測され（すなわち、変換四分木分割は適用されない）、変換四分木分割が施行され
るとき（例えば、Ｎ×Ｎの区分がイントラコーディングにおいて用いられるとき、または
現在のＣＵサイズが３２×３２の最も大きな変換サイズよりも大きいとき等）のいくつか
の既存の特殊な事例の場合、１であると推測される（すなわち、変換四分木分割が適用さ
れる）。更に、表７に示すように、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌ
ｔ＿ｆｌａｇが１に等しいとき、ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｔｒｅｅ（）内の（ルーマ成分お
よびクロマ成分についての）全てのｃｂｆフラグのシグナリングがスキップされ得る。代
わりにそれらの値は、１に等しいと推定され得る。なぜなら、無損失コーディングにおい
て量子化プロセスがないことに起因して、ｃｂｆフラグが非ゼロ値を有する可能性が最も
高いためである。
【００８２】
　ｃｂｆ＿ｌｕｍａ、ｃｂｆ＿ｃｂ、およびｃｂｆ＿ｃｒのセマンティクスも変更され得
る。１に等しいｃｂｆ＿ｌｕｍａ［ｘ０］［ｙ０］［ｔｒａｆｏＤｅｐｔｈ］の値は、ル
ーマ変換ブロックが、０に等しくない１または複数の変換係数レベルを含むことを指定す
るために用いられ得る。アレイインデックスｘ０、ｙ０は、ピクチャの左上のルーマサン
プルに対する検討中の変換ブロックの左上のルーマサンプルのロケーション（ｘ０，ｙ０
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）を指定する。アレイインデックスｔｒａｆｏＤｅｐｔｈは、変換コーディングの目的で
の、ブロックへのコーディングブロックの現在の細分化レベルを指定する。コーディング
ブロックに対応するブロックについて、ｔｒａｆｏＤｅｐｔｈは０に等しい。ｃｂｆ＿ｌ
ｕｍａ［ｘ０］［ｙ０］［ｔｒａｆｏＤｅｐｔｈ］は、存在しないとき、１に等しいと推
測される。
【００８３】
　１に等しいｃｂｆ＿ｃｂ［ｘ０］［ｙ０］［ｔｒａｆｏＤｅｐｔｈ］の値は、Ｃｂ変換
ブロックが、０に等しくない１または複数の変換係数レベルを含むことを示すために用い
られ得る。アレイインデックスｘ０、ｙ０は、検討される変換ユニットの左上ロケーショ
ン（ｘ０、ｙ０）を指定する。アレイインデックスｔｒａｆｏＤｅｐｔｈは、変換コーデ
ィングの目的での、ブロックへのコーディングブロックの現在の細分化レベルを指定する
。コーディングブロックに対応するブロックについて、ｔｒａｆｏＤｅｐｔｈは０に等し
い。ｃｂｆ＿ｃｂ［ｘ０］［ｙ０］［ｔｒａｆｏＤｅｐｔｈ］は、存在しないとき、ｃｂ
ｆ＿ｃｂ［ｘ０］［ｙ０］［ｔｒａｆｏＤｅｐｔｈ］の値は、以下のように推測され得る
。
【００８４】
　・ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇが１に等しい場合
、ｃｂｆ＿ｃｂ［ｘ０］［ｙ０］［ｔｒａｆｏＤｅｐｔｈ］は１に等しいと推測される
　・そうではなく、ｔｒａｆｏＤｅｐｔｈが０よりも大きく、かつｌｏｇ２ＴｒａｆｏＳ
ｉｚｅが２に等しい場合、ｃｂｆ＿ｃｂ［ｘ０］［ｙ０］［ｔｒａｆｏＤｅｐｔｈ］はｃ
ｂｆ＿ｃｂ［ｘＢａｓｅ］［ｙＢａｓｅ］［ｔｒａｆｏＤｅｐｔｈ－１］に等しいと推測
される
　・そうでない場合、ｃｂｆ＿ｃｂ［ｘ０］［ｙ０］［ｔｒａｆｏＤｅｐｔｈ］は０に等
しいと推測される。
【００８５】
　１に等しいｃｂｆ＿ｃｒ［ｘ０］［ｙ０］［ｔｒａｆｏＤｅｐｔｈ］の値は、Ｃｒ変換
ブロックが、０に等しくない１または複数の変換係数レベルを含むことを指定する。アレ
イインデックスｘ０、ｙ０は、検討される変換ユニットの左上のロケーション（ｘ０，ｙ
０）を指定する。アレイインデックスｔｒａｆｏＤｅｐｔｈは、変換コーディングの目的
での、ブロックへのコーディングブロックの現在の細分化レベルを指定する。コーディン
グブロックに対応するブロックについて、ｔｒａｆｏＤｅｐｔｈの値は０に等しい。
【００８６】
　ｃｂｆ＿ｃｒ［ｘ０］［ｙ０］［ｔｒａｆｏＤｅｐｔｈ］が存在しないとき、ｃｂｆ＿
ｃｒ［ｘ０］［ｙ０］［ｔｒａｆｏＤｅｐｔｈ］の値は以下のように推測され得る。
【００８７】
　・ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇが１に等しいとき
、ｃｂｆ＿ｃｒ［ｘ０］［ｙ０］［ｔｒａｆｏＤｅｐｔｈ］は１に等しいと推測される
　・そうではなく、ｔｒａｆｏＤｅｐｔｈが０よりも大きく、かつｌｏｇ２ＴｒａｆｏＳ
ｉｚｅが２に等しい場合、ｃｂｆ＿ｃｒ［ｘ０］［ｙ０］［ｔｒａｆｏＤｅｐｔｈ］がｃ
ｂｆ＿ｃｒ［ｘＢａｓｅ］［ｙＢａｓｅ］［ｔｒａｆｏＤｅｐｔｈ－１］に等しいと推測
される
　・そうでない場合、ｃｂｆ＿ｃｒ［ｘ０］［ｙ０］［ｔｒａｆｏＤｅｐｔｈ］は０に等
しいと推測される。
【００８８】
　表７は、提案される高水準フラグｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌ
ｔ＿ｆｌａｇを用いてｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｔｒｅｅ（）シンタックスを単純化する例を
示すが、同じことに従って、ｓｐｌｉｔ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｆｌａｇ、ｃｂｆ＿ｌｕ
ｍａ、ｃｂｆ＿ｃｂおよびｃｂｆ＿ｃｒの存在を条件付けるために、既存のブロックレベ
ルのフラグｃｕ＿ｔｒａｎｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇが代わりに用いられても
よい。
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【００８９】
【表７】

【００９０】
　表７に示す一実施形態において、異なるサイズの、かつ異なるコーディングモードでコ
ーディングされたＣＵについて、四分木分割フラグｓｐｌｉｔ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｆ
ｌａｇおよびコーディングされたブロックフラグｃｂｆ＿ｌｕｍａ、ｃｂｆ＿ｃｂおよび
ｃｂｆ＿ｃｒはバイパスされ、フラグｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕ
ｌｔ＿ｆｌａｇが１に等しいとき、対応するデフォルト値であると推測される。一方、入
力ビデオの特性に依拠して、異なるブロックサイズおよびコーディングモードを用いるＣ
Ｕの残差は、独特の統計的特性を呈することができる。この場合、１つのピクチャまたは
シーケンス内の全てのＣＵについて変換四分木分割を無効にすることは有益でない場合が
ある。代わりに、コーディング性能を改善するために、開示の１つの実施形態として、提
案されるｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇが、コーディ
ングされるＣＵのブロックサイズ、コーディングモード（すなわち、インター、イントラ
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またはＩＢＣ）、またはブロックサイズおよびコーディングモードの組み合わせに依拠し
て、条件に応じて、変換四分木分割フラグおよび／またはコーディングされたブロックフ
ラグのシグナリングをバイパスするために用いられる。例えば、複雑度および性能のトレ
ードオフの観点において、ブロックが非イントラモードを用いてコーディングされ（すな
わち、インターまたはＩＢＣモードを用いてコーディングされ）、ブロックサイズが８×
８または１６×１６である場合にのみ変換四分木分割を可能にすることが有益であり得る
。
【００９１】
　１つの実施形態では、フラグｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿
ｆｌａｇが１に等しいとき、以下が適用される。全てのイントラコーディングされたＣＵ
について、および６４×６４～３２×３２のブロックサイズを有する全てのインターコー
ディングおよびＩＢＣコーディングされたＣＵについて、ｓｐｌｉｔ＿ｔｒａｎｓｆｏｒ
ｍ＿ｆｌａｇおよび／またはコーディングされたブロックフラグ（ｃｂｆ＿ｌｕｍａ、ｃ
ｂｆ＿ｃｂおよびｃｂｆ＿ｃｒ）はシグナリングされず、それらは上記で論考したように
対応するデフォルト値であると推測される。インターモードまたはＩＢＣモードでコーデ
ィングされた８×８および１６×１６のＣＵの場合、更なる分割が許可され得る。ｓｐｌ
ｉｔ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｆｌａｇおよび／またはコーディングされたブロックフラグ
（ｃｂｆ＿ｌｕｍａ、ｃｂｆ＿ｃｂおよびｃｂｆ＿ｃｒ）は、現在のブロックが４つの四
分木に更に区分されるか否かおよび／または１つのＴＵ内の係数がオールゼロであるか否
かをそれぞれ示すように、依然としてシグナリングされる。
【００９２】
　いくつかの実施形態では、２つのシンタックス要素ｌｏｇ２＿ｉｎｔｒａ＿ｍａｘ＿ｎ
ｏ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｓｐｌｉｔ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｂｌｏｃｋ＿ｓｉｚｅ＿ｍｉｎｕ
ｓ３およびｌｏｇ２＿ｉｎｔｅｒ＿ｍａｘ＿ｎｏ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｓｐｌｉｔ＿ｃ
ｏｄｉｎｇ＿ｂｌｏｃｋ＿ｓｉｚｅ＿ｍｉｎｕｓ３がＳＰＳまたはＰＰＳに加えられ、そ
れぞれイントラおよびインター／ＩＢＣコーディングされたＣＵに変換四分木分割が適用
される最大ＣＵサイズを指定する。例えば、上記の条件１）および２）を用いて、ｌｏｇ
２＿ｉｎｔｒａ＿ｍａｘ＿ｎｏ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｓｐｌｉｔ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｂｌ
ｏｃｋ＿ｓｉｚｅ＿ｍｉｎｕｓ３およびｌｏｇ２＿ｉｎｔｅｒ＿ｍａｘ＿ｎｏ＿ｔｒａｎ
ｓｆｏｒｍ＿ｓｐｌｉｔ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｂｌｏｃｋ＿ｓｉｚｅ＿ｍｉｎｕｓ３の値がそ
れぞれｌｏｇ２（６４）－３＝３およびｌｏｇ２（１６）－３＝１に設定される。表８は
、２つの提案されるシンタックス要素を有する変更されたＳＰＳスクリーンコンテンツコ
ーディング拡張シンタックステーブルを示す。
【００９３】
　表８は、２つの追加のシンタックス要素を示すが、本開示の別の実施形態では、ｌｏｇ
２＿ｉｎｔｒａ＿ｍａｘ＿ｎｏ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｓｐｌｉｔ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｂｌ
ｏｃｋ＿ｓｉｚｅ＿ｍｉｎｕｓ３の値はシグナリングされない場合がある。代わりに、値
は、許可される最大ＣＵサイズと常に同じであると推測され得る。許可される最大ＣＵサ
イズは、最小ＣＵサイズ（ＳＰＳ内のシンタックス要素ｌｏｇ２＿ｍｉｎ＿ｌｕｍａ＿ｃ
ｏｄｉｎｇ＿ｂｌｏｃｋ＿ｓｉｚｅ＿ｍｉｎｕｓ３によって指定される）を、最大ＣＵサ
イズと最小ＣＵサイズとの差（ＳＰＳ内のシンタックス要素ｌｏｇ２＿ｄｉｆｆ＿ｍａｘ
＿ｍｉｎ＿ｌｕｍａ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｂｌｏｃｋ＿ｓｉｚｅによって指定される）と加算
することによって導出され得る。そのような実施形態において、ＣＵがイントラモードで
コーディングされ、無損失コーディングが適用されているとき、変換四分木分割は許容さ
れない。
【００９４】
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【表８】

【００９５】
　ｌｏｇ２＿ｉｎｔｒａ＿ｍａｘ＿ｎｏ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｐａｒｔｉｔｉｏｎ＿ｃ
ｏｄｉｎｇ＿ｂｌｏｃｋ＿ｓｉｚｅ＿ｍｉｎｕｓ３の値に３をプラスした値は、コーディ
ングユニットがイントラコーディングされるとき、およびｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿
ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇが１に等しいときに変換四分木分割が適用されるコーディングユ
ニットの最大ブロックサイズを指定する。
【００９６】
　ｌｏｇ２＿ｉｎｔｅｒ＿ｍａｘ＿ｎｏ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｐａｒｔｉｔｉｏｎ＿ｃ
ｏｄｉｎｇ＿ｂｌｏｃｋ＿ｓｉｚｅ＿ｍｉｎｕｓ３の値に３をプラスした値は、コーディ
ングユニットがインターコーディングまたはイントラブロックコピーコーディングされる
とき、およびｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇが１に等しいときに
変換四分木分割が適用されるコーディングユニットの最大ブロックサイズを指定する。
【００９７】
　表９は、ブロックサイズおよび現在のＣＵのコーディングモードを条件としたｓｐｌｉ
ｔ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｆｌａｇ、ｃｂｆ＿ｌｕｍａ、ｃｂｆ＿ｃｂおよびｃｂｆ＿ｃ
ｒの提案されるシグナリング制約を有する変更されたｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｔｒｅｅ（）
シンタックステーブルを示す。この例示的な実施形態は、ｓｐｌｉｔ＿ｔｒａｎｓｆｏｒ
ｍ＿ｆｌａｇおよびｃｂｆのシグナリングを可能にするか否かを条件付けるためにＣＵコ
ーディングモードおよびＣＵサイズの双方を用いるが、他の変更された条件が用いられて
もよいことに留意されたい。例えば、コーディングモードおよびブロックサイズのいずれ
か（双方ではない）が用いられてもよい。更に、別個の（および異なる）条件がｓｐｌｉ
ｔ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｆｌａｇシグナリングまたはｃｂｆシグナリングに適用されて
もよい。
【００９８】



(32) JP 2017-515339 A5 2018.4.19

【表９】

【００９９】
　別の実施形態では、無損失の場合にｓｐｌｉｔ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｆｌａｇのシグ
ナリングをスキップするために、ＳＰＳにおけるシンタックス要素ｍａｘ＿ｔｒａｎｓｆ
ｏｒｍ＿ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｄｅｐｔｈ＿ｉｎｔｅｒおよびｍａｘ＿ｔｒａｎｓｆｏｒ
ｍ＿ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｄｅｐｔｈ＿ｉｎｔｒａが０に設定され得る。この方法は、現
在のｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｔｒｅｅ（）シンタックスに対する低レベルの変更を必要とせ
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ず、シーケンスレベル無損失コーディングの場合にｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｓｋｉｐ＿ｆｌ
ａｇのシグナリングをバイパスする。そのような実施形態において、ｓｐｌｉｔ＿ｔｒａ
ｎｓｆｏｒｍ＿ｆｌａｇはシグナリングされず、代わりに、デフォルト値であると推測さ
れる。デフォルト値は、ＴＵ四分木分割が施行される場合を除いて、ほとんどの場合に０
である（例えば、イントラコーディングについて、またはＣＵサイズが最も大きなＴＵサ
イズよりも大きいとき等にＮ×Ｎの区分が用いられる）。このため、シーケンスレベル無
損失コーディングが適用されるとき、ｍａｘ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｈｉｅｒａｒｃｈｙ
＿ｄｅｐｔｈ＿ｉｎｔｅｒおよびｍａｘ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｄ
ｅｐｔｈ＿ｉｎｔｒａが適切に０に設定されることを必要とするビットストリーム制約を
課すことによって、ブロックレベル変更を一切必要とすることなくｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿
ｓｐｌｉｔ＿ｆｌａｇのシグナリングがバイパスされ得る。同様に、ｔｒａｎｓｆｏｒｍ
＿ｓｐｌｉｔ＿ｆｌａｇのシグナリングは、シーケンスレベルの無損失コーディングの場
合、最大変換サイズおよび最小変換サイズが同じでなくてはならないというビットストリ
ーム制約を課すことによって、ブロックレベル変更を一切必要とすることなくバイパスさ
れ得る。この制約は、シーケンスレベル無損失コーディングの場合に、ＳＰＳシンタック
スｌｏｇ２＿ｄｉｆｆ＿ｍａｘ＿ｍｉｎ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｂｌｏｃｋ＿ｓｉｚｅが
０に設定されることを必要とすることによって達成され得る。ｍａｘ＿ｔｒａｎｓｆｏｒ
ｍ＿ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｄｅｐｔｈ＿ｉｎｔｅｒ、ｍａｘ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｈｉ
ｅｒａｒｃｈｙ＿ｄｅｐｔｈ＿ｉｎｔｒａおよびｌｏｇ２＿ｄｉｆｆ＿ｍａｘ＿ｍｉｎ＿
ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｂｌｏｃｋ＿ｓｉｚｅはＳＰＳ内に位置するので、この場合、ｔｒ
ａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇもＳＰＳ内に入れることが
より好ましい場合がある。
【０１００】
　開示の別の実施形態において、フラグｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａ
ｕｌｔ＿ｆｌａｇを追加することなく無損失コーディングのためのエンコーダのみの方法
が提案される。そのような一実施形態において、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿
ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇを用いる条件付きの項は、ダガー（†）を用いてマーキングさ
れた表７および表９におけるシンタックス要素から省かれ得る。この実施形態は、ＳＰＳ
内のシンタックス要素ｍａｘ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｄｅｐｔｈ＿
ｉｎｔｅｒおよびｍａｘ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｄｅｐｔｈ＿ｉｎ
ｔｒａまたはｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｔｒｅｅ（）内のシンタックス要素の値の変更を必要
としない。符号化複雑度を低減するために、フラグｓｐｌｉｔ＿ｔｒａｎｆｏｒｍ＿ｆｌ
ａｇは依然としてエンコーダのみの方法のためにシグナリングされているが、表７または
表９に記載されているようなｓｐｌｉｔ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｆｌａｇのデフォルト値
によって示される変換四分木分割のみがＣＵごとに試験される。
【０１０１】
　いくつかの実施形態では、現在のＣＵについてフラグｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂ
ｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇが１に等しいとき、エンコーダは、ほとんどの場合について、非変
形四分木区分のレート－歪み（Ｒ－Ｄ）性能のみを試験し、Ｎ×ＮのＰＵ区分がイントラ
コーディングされたＣＵに適用されるかまたは現在のＣＵサイズが閾値よりも大きいとき
等のいくつかの特殊な場合について、ワンタイム変換四分木区分（one-time transform q
uadtree partition）のＲ－Ｄ性能を試験する。このようにして、このエンコーダのみの
方法は、ダガー（†）を用いてマーキングされたシンタックス要素における表７内のフラ
グｓｐｌｉｔ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｆｌａｇに適用される条件と適合している。
【０１０２】
　別の実施形態では、フラグｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇが１
に等しいとき、エンコーダはＣＵが厳密に１つの予測ユニットを含むとき、６４×６４～
３２×３２のブロックサイズを有する全てのイントラコーディングされたＣＵおよび全て
のインター／ＩＢＣコーディングされたＣＵについて変換四分木区分のＲ－Ｄ性能のみを
試験し、ＣＵが少なくとも２つの予測ユニットを含むとき、６４×６４～３２×３２のブ
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ロックサイズを有する全てのイントラコーディングされたＣＵおよび全てのインター／Ｉ
ＢＣコーディングされたＣＵについてワンタイム変換四分木区分のＲ－Ｄ性能のみを試験
し、ブロックサイズ１６×１６および８×８を有するインター／ＩＢＣコーディングされ
たＣＵについて、非変換四分木分割および更なる変換四分木分割の双方のＲ－Ｄ性能がエ
ンコーダによって試験される。このため、このエンコーダのみの方法は、表９におけるダ
ガー（†）を用いてマーキングされたフラグｓｐｌｉｔ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｆｌａｇ
に適用される条件に適合する。更に、フラグｓｐｌｉｔ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｆｌａｇ
は依然として上記のエンコーダのみの方法のためにビットストリームにおいてシグナリン
グされるが、１つのビットストリーム適合性制約が、ブロックサイズおよびブロックコー
ディングモードに依拠してシンタックス要素ｓｐｌｉｔ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｆｌａｇ
の値がそのデフォルト値に設定されることを要求するために適用されてもよい。
【０１０３】
　いくつかの実施形態では、変換四分木分割フラグのデフォルト値の決定は、少なくとも
部分的に、関連コーディングユニットにおける複数の予測ユニットに基づく。１つのその
ような実施形態において、デフォルト値の決定は、コーディングユニットがイントラコー
ディングされているか否か、コーディングユニットのサイズがサイズ閾値よりも大きいか
否か、およびコーディングユニットが厳密に１つの予測ユニットを含むか否かを決定する
ことを含む。コーディングユニットがイントラコーディングされておらず、コーディング
ユニットがサイズ閾値より大きく、コーディングユニットが厳密に１つの予測ユニットを
含むという判断に応答して、変換四分木分割フラグのデフォルト値は、非変換四分木区分
を示すように設定される。
【０１０４】
　別のそのような実施形態では、変換四分木分割フラグのデフォルト値の決定は、関連コ
ーディングユニットがイントラコーディングされているか否か、コーディングユニットの
サイズがサイズ閾値よりも大きいか否か、および第１のコーディングユニットが少なくと
も２つの予測ユニットを含むか否かを判断することを含む。コーディングユニットがイン
トラコーディングされておらず、コーディングユニットがサイズ閾値より大きく、コーデ
ィングユニットが少なくとも２つの予測ユニットを含むという判断に応答して、変換四分
木分割フラグのデフォルト値は、ワンタイム変換四分木区分を示すように設定される。
【０１０５】
　更なる実施形態では、変換四分木分割フラグのデフォルト値の決定は、関連コーディン
グユニットがイントラコーディングされているか否か、および第１のコーディングユニッ
トが厳密に１つの予測ユニットを含むか否かを判断することを含む。コーディングユニッ
トがイントラコーディングされ、厳密に１つの予測ユニットを含むという判断に応答して
、変換四分木分割フラグのデフォルト値は、非変換四分木区分を示すように設定される。
【０１０６】
　別の実施形態では、変換四分木分割フラグのデフォルト値の決定は、関連コーディング
ユニットがイントラコーディングされているか否か、およびコーディングユニットが少な
くとも２つの予測ユニットを含むか否かを判断することを含む。コーディングユニットが
イントラコーディングされておらず、かつコーディングユニットが少なくとも２つの予測
ユニットを含むという判断に応答して、変換四分木分割フラグのデフォルト値が、ワンタ
イム変換四分木区分を示すように設定される。
【０１０７】
　コーディングユニットが厳密に１つの予測ユニットを含むかまたは少なくとも２つの予
測ユニットを含むかの判断は、コーディングユニットの区分モードを判断することによっ
て行われ得る。例えば、２Ｎ×２Ｎの区分モードを用いるコーディングユニットは厳密に
１つの予測ユニットを含む一方、例えば、２Ｎ×Ｎ、Ｎ×２Ｎ、２Ｎ×ｎＵ、２Ｎ×ｎＤ
、ｎＬ×２Ｎ、ｎＲ×２ＮまたはＮ×Ｎの区分モードを用いるコーディングユニットは、
少なくとも２つの予測ユニットを含む。
【０１０８】
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イントラブロックコピーモードのための変換木分割
　変換四分木分割の最大深度は、符号化および復号の複雑度と密接に関係している。符号
化効率と計算複雑度との間の柔軟なトレードオフを与えるために、ＨＥＶＣおよびその拡
張は、ＳＰＳにおいてシンタックス要素を用いて、ＴＵサイズおよびＴＵ分割深度を指定
する。値ｌｏｇ２＿ｍｉｎ＿ｌｕｍａ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｂｌｏｃｋ＿ｓｉｚｅ＿ｍ
ｉｎｕｓ２およびｌｏｇ２＿ｄｉｆｆ＿ｍａｘ＿ｍｉｎ＿ｌｕｍａ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ
＿ｂｌｏｃｋ＿ｓｉｚｅは、ビデオシーケンスをコーディングするのに用いられるＴＵサ
イズの組を示し、ｍａｘ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｄｅｐｔｈ＿ｉｎ
ｔｅｒおよびｍａｘ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｄｅｐｔｈ＿ｉｎｔｒ
ａは、それぞれ、イントラおよびインターコーディングされたＣＵのための最大分割深度
を示す。ある特定の条件において、変換四分木分割は適用されない場合がある。例えば、
ｍａｘ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｄｅｐｔｈ＿ｉｎｔｒａ／ｉｎｔｅ
ｒが０に設定される場合、変換四分木分割は現在のイントラ／インターコーディングされ
たＣＵに適用されない。
【０１０９】
　ＨＥＶＣ、その範囲拡張、およびＳＣＣ草案において、変換四分木分割が無効にされて
いるとき、１つの暗黙的なＴＵ区分方法が、損失ありコーディングおよび無損失コーディ
ングの双方に適用され、それによって、ｓｐｌｉｔ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｆｌａｇの値
は、複数の予測ユニット（ＰＵ）に区分され、インターモードにおいてコーディングされ
たＣＵについて、常に１である（すなわち、変換四分木分割が適用される）と推測される
。これは、ＣＵ内のＰＵの異なる動きベクトルが人工的な高周波数情報を引き起こし、近
傍のＰＵ間の境界にわたって一貫性のない残差をもたらすことに起因している。この場合
、ＣＵをより小さなＴＵに分割することは、ＣＵのサイズと同じ大きさのＴＵサイズを用
いるよりも良好なコーディング効率を提供することができる。
【０１１０】
　ＨＥＶＣスクリーンコンテンツコーディング拡張［００５７］の研究草案において、上
記の暗黙的ＴＵ区分は、ＩＢＣモードにおいてコーディングされたＣＵに適用されない。
より詳細には、変換四分木分割が無効にされているとき、ｓｐｌｉｔ＿ｔｒａｎｓｆｏｒ
ｍ＿ｆｌａｇの値は、全てのＩＢＣコーディングされたＣＵについて常に０である（すな
わち、変換ユニットサイズがＣＵのものと同じに設定される）と推測される。ＩＢＣモー
ドとインターモードとの間の固有の類似性を与えられると、ＩＢＣコーディングされたＣ
Ｕの残差は、インターコーディングされたＣＵのものと類似した特性を呈することができ
る。したがって、変換コーディングの効率を更に改善するために、ＩＢＣコーディングさ
れたＣＵに暗黙的ＴＵ区分を適用する（すなわち、ｓｐｌｉｔ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｆ
ｌａｇの値が１であると推測する）ことも有利であり得る。本明細書において説明される
一実施形態において、変換四分木区分が無効にされているとき、インターモードに適用さ
れる同じ暗黙的ＴＵ区分方法も、損失ありコーディングおよび無損失コーディングの双方
におけるＩＢＣコーディングされたＣＵに用いられる。換言すれば、２つ以上のＰＵ区分
（例えば、２Ｎ×Ｎ、Ｎ×２ＮおよびＮ×Ｎ）がＩＢＣモードでコーディングされた現在
のＣＵに存在するとき、ｓｐｌｉｔ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｆｌａｇの値は１である（す
なわち、変換四分木が分割される）と推測される。
【０１１１】
　ｓｐｌｉｔ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｆｌａｇの値の導出プロセスは、［００５７］のセ
クション７．４．９．９において指定されている。本明細書に開示する例示的な実施形態
におけるＩＢＣモードのための暗黙的なＴＵ分割の有効化に伴い、ｓｐｌｉｔ＿ｔｒａｎ
ｓｆｏｒｍ＿ｆｌａｇのセマンティクスは以下のように動作する。
【０１１２】
　アレイｓｐｌｉｔ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｆｌａｇ［ｘ０］［ｙ０］［ｔｒａｆｏＤｅ
ｐｔｈ］は、ブロックが、変換コーディングの目的で２分の１の水平サイズおよび２分の
１の垂直サイズを有する４つのブロックに分割されるか否かを指定する。アレイインデッ
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クスｘ０、ｙ０は、ピクチャの左上ルーマサンプルに対する検討中のブロックの左上ルー
マサンプルのロケーション（ｘ０、ｙ０）を指定する。アレイインデックスｔｒａｆｏＤ
ｅｐｔｈは、変換コーディングの目的で、ブロックへのコーディングブロックの現在の細
分化レベルを指定する。コーディングブロックに対応するブロックについて、ｔｒａｆｏ
Ｄｅｐｔｈの値は０に等しい。
【０１１３】
　変数ｉｎｔｅｒＳｐｌｉｔＦｌａｇは、以下のように導出される。ＩｎｔｅｒＳｐｌｉ
ｔＦｌａｇは、以下の条件、すなわち、ｍａｘ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｈｉｅｒａｒｃｈ
ｙ＿ｄｅｐｔｈ＿ｉｎｔｅｒが０に等しくかつＣｕＰｒｅｄＭｏｄｅ［ｘ０］［ｙ０］が
ＭＯＤＥ＿ＩＮＴＥＲに等しい、またはｉｎｔｒａ＿ｂｃ＿ｆｌａｇ［ｘ０］［ｙ０］が
１に等しくかつＰａｒｔＭｏｄｅがＰＡＲＴ＿２Ｎｘ２Ｎに等しくなく、かつｔｒａｆｏ
Ｄｅｐｔｈが０に等しい、のうちの１つまたは複数が適用されるとき、１に等しく設定さ
れる。そうでない場合、ｉｎｔｅｒＳｐｌｉｔＦｌａｇが０に等しく設定される。
【０１１４】
　ｓｐｌｉｔ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｆｌａｇ［ｘ０］［ｙ０］［ｔｒａｆｏＤｅｐｔｈ
］が存在しないとき、その値は以下のように推測される。以下の条件、すなわち、ｌｏｇ
２ＴｒａｆｏＳｉｚｅがＭａｘＴｂＬｏｇ２ＳｉｚｅＹよりも大きいか、ＩｎｔｒａＳｐ
ｌｉｔＦｌａｇが１に等しくかつｔｒａｆｏＤｅｐｔｈが０に等しいか、またはｉｎｔｅ
ｒＳｐｌｉｔＦｌａｇが１に等しい、のうちの１つまたは複数が真である場合、ｓｐｌｉ
ｔ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｆｌａｇ［ｘ０］［ｙ０］［ｔｒａｆｏＤｅｐｔｈ］の値が１
に等しいと推測される。そうでない場合、ｓｐｌｉｔ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｆｌａｇ［
ｘ０］［ｙ０］［ｔｒａｆｏＤｅｐｔｈ］の値は０に等しいと推測される。
【０１１５】
実施形態
　例示的な実施形態において、スライスセグメントヘッダおよび複数のコーディングユニ
ットを含むビデオスライスをコーディングする方法が提供される。本方法は、スライス内
の全てのコーディングユニットが無損失コーディングを用いてコーディングされているか
否かを示す、スライスセグメントヘッダにおけるバイパスフラグを生成することを含む。
【０１１６】
　いくつかのそのような実施形態において、バイパスフラグは、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿
ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇである。本方法は、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂ
ｙｐａｓｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇを含むピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）を生
成することを含むことができ、ここで、スライスは、ピクチャパラメータセットを参照し
、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇは、ｔｒａｎｓｑｕ
ａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇが１に設定されているとき、ゼロに設
定される。
【０１１７】
　いくつかの実施形態では、バイパスフラグは、スライス内の全てのコーディングユニッ
トが無損失コーディングを用いてコーディングされているわけではないことを示し、本方
法は、スライスセグメントヘッダにおいて、損失ありコーディングに関係付けられたシン
タックス要素を生成することを含む。バイパスフラグは、損失ありコーディングに関係付
けられたシンタックス要素の前に位置決めされ得る。
【０１１８】
　いくつかの実施形態において、バイパスフラグは、スライス内の全てのコーディングユ
ニットが無損失コーディングを用いてコーディングされているわけではないことを示し、
本方法は、スライスセグメントヘッダにおいて、量子化、変換およびループ内フィルタリ
ングプロセスに関係付けられたシンタックス要素を生成することを更に含む。バイパスフ
ラグは、量子化、変換およびループ内フィルタリングプロセスに関係付けられたシンタッ
クス要素の前に位置決めされ得る。
【０１１９】
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　いくつかの実施形態では、バイパスフラグは、スライス内の全てのコーディングユニッ
トが無損失コーディングを用いてコーディングされるわけではないことを示し、本方法は
、スライスセグメントヘッダにおいて、ｓｌｉｃｅ＿ｓａｏ＿ｌｕｍａ＿ｆｌａｇ、ｓｌ
ｉｃｅ＿ｓａｏ＿ｃｈｒｏｍａ＿ｆｌａｇ、ｓｌｉｃｅ＿ｑｐ＿ｄｅｌｔａ、ｓｌｉｃｅ
＿ｃｂ＿ｑｐ＿ｏｆｆｓｅｔ、ｓｌｉｃｅ＿ｃｒ＿ｑｐ＿ｏｆｆｓｅｔ、ｓｌｉｃｅ＿ｃ
ｈｒｏｍａ＿ｑｐ＿ａｄｊｕｓｔｍｅｎｔ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、ｄｅｂｌｏｃｋ
ｉｎｇ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ｏｖｅｒｒｉｄｅ＿ｆｌａｇ、ｓｌｉｃｅ＿ｄｅｂｌｏｃｋｉｎ
ｇ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ｄｉｓａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、ｓｌｉｃｅ＿ｂｅｔａ＿ｏｆｆｓｅｔ
＿ｄｉｖ２、ｓｌｉｃｅ＿ｔｃ＿ｏｆｆｓｅｔ＿ｄｉｖ２およびｓｌｉｃｅ＿ｌｏｏｐ＿
ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｓｌｉｃｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇからなる群から
選択された１または複数のシンタックス要素を生成することを更に含む。バイパスフラグ
は、ｓｌｉｃｅ＿ｓａｏ＿ｌｕｍａ＿ｆｌａｇ、ｓｌｉｃｅ＿ｓａｏ＿ｃｈｒｏｍａ＿ｆ
ｌａｇ、ｓｌｉｃｅ＿ｑｐ＿ｄｅｌｔａ、ｓｌｉｃｅ＿ｃｂ＿ｑｐ＿ｏｆｆｓｅｔ、ｓｌ
ｉｃｅ＿ｃｒ＿ｑｐ＿ｏｆｆｓｅｔ、ｓｌｉｃｅ＿ｃｈｒｏｍａ＿ｑｐ＿ａｄｊｕｓｔｍ
ｅｎｔ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、ｄｅｂｌｏｃｋｉｎｇ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ｏｖｅｒｒ
ｉｄｅ＿ｆｌａｇ、ｓｌｉｃｅ＿ｄｅｂｌｏｃｋｉｎｇ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ｄｉｓａｂｌｅ
ｄ＿ｆｌａｇ、ｓｌｉｃｅ＿ｂｅｔａ＿ｏｆｆｓｅｔ＿ｄｉｖ２、ｓｌｉｃｅ＿ｔｃ＿ｏ
ｆｆｓｅｔ＿ｄｉｖ２およびｓｌｉｃｅ＿ｌｏｏｐ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｓｌ
ｉｃｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇからなる群から選択された１または複数のシンタッ
クス要素の前に位置決めされ得る。
【０１２０】
　いくつかの実施形態では、バイパスフラグは、スライス内の全てのコーディングユニッ
トが無損失コーディングを用いてコーディングされていることを示し、本方法は、スライ
スセグメントヘッダから、損失ありコーディングに関係付けられたシンタックス要素を除
外することを更に含む。
【０１２１】
　いくつかの実施形態では、バイパスフラグが、スライス内の全てのコーディングユニッ
トが無損失コーディングを用いてコーディングされていることを示す場合、本方法は、ス
ライスセグメントヘッダから、量子化、変換およびループ内フィルタリングプロセスに関
係付けられたシンタックス要素を除外することを更に伴う。
【０１２２】
　いくつかの実施形態では、バイパスフラグが、スライス内の全てのコーディングユニッ
トが無損失コーディングを用いてコーディングされていることを示す場合、本方法は、ス
ライスセグメントヘッダから、ｓｌｉｃｅ＿ｓａｏ＿ｌｕｍａ＿ｆｌａｇ、ｓｌｉｃｅ＿
ｓａｏ＿ｃｈｒｏｍａ＿ｆｌａｇ、ｓｌｉｃｅ＿ｑｐ＿ｄｅｌｔａ、ｓｌｉｃｅ＿ｃｂ＿
ｑｐ＿ｏｆｆｓｅｔ、ｓｌｉｃｅ＿ｃｒ＿ｑｐ＿ｏｆｆｓｅｔ、ｓｌｉｃｅ＿ｃｈｒｏｍ
ａ＿ｑｐ＿ａｄｊｕｓｔｍｅｎｔ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、ｄｅｂｌｏｃｋｉｎｇ＿
ｆｉｌｔｅｒ＿ｏｖｅｒｒｉｄｅ＿ｆｌａｇ、ｓｌｉｃｅ＿ｄｅｂｌｏｃｋｉｎｇ＿ｆｉ
ｌｔｅｒ＿ｄｉｓａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、ｓｌｉｃｅ＿ｂｅｔａ＿ｏｆｆｓｅｔ＿ｄｉｖ
２、ｓｌｉｃｅ＿ｔｃ＿ｏｆｆｓｅｔ＿ｄｉｖ２およびｓｌｉｃｅ＿ｌｏｏｐ＿ｆｉｌｔ
ｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｓｌｉｃｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇからなる群から選択され
た１または複数のシンタックス要素を除外することを更に伴う。
【０１２３】
　いくつかの実施形態では、バイパスフラグが、スライス内の全てのコーディングユニッ
トが無損失コーディングを用いてコーディングされるわけではないことを示す場合、本方
法は、スライス内のコーディングユニットごとにｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａ
ｓｓ＿ｆｌａｇをシグナリングすることを更に含む。
【０１２４】
　いくつかの実施形態では、バイパスフラグが、スライス内の全てのコーディングユニッ
トが無損失コーディングを用いてコーディングされていることを示す場合、本方法は、ス
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ライス内の各コーディングユニットからｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｆ
ｌａｇを除外することを更に伴う。
【０１２５】
　例示的な実施形態では、ピクチャパラメータセットおよびピクチャパラメータセット（
ＰＰＳ）を参照する少なくとも１つのスライスを含むビデオをコーディングする方法が提
供される。ここで、スライスは、スライスセグメントヘッダおよび複数のコーディングユ
ニットを含む。この実施形態において、本方法は、ピクチャパラメータセットにおいて、
ピクチャパラメータセットを参照するスライス内の全てのコーディングユニットが無損失
コーディングを用いてコーディングされているか否かを示すバイパスフラグを生成するこ
とを含む。
【０１２６】
　いくつかのそのような実施形態では、バイパスフラグは、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙ
ｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇである。ピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）は、
ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇを含み、ｔｒａｎｓｑ
ｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇは、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐ
ａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇが１に設定されるとき、０に設定される。
【０１２７】
　バイパスフラグが、スライス内の全てのコーディングユニットが無損失コーディングを
用いてコーディングされているわけではないことを示すいくつかの実施形態では、本方法
は、スライスセグメントヘッダにおいて、損失ありコーディングに関係付けられたシンタ
ックス要素を生成することを更に含む。
【０１２８】
　バイパスフラグが、スライス内の全てのコーディングユニットが無損失コーディングを
用いてコーディングされているわけではないことを示すいくつかの実施形態において、本
方法は、スライスセグメントヘッダにおいて、量子化、変換およびループ内フィルタリン
グプロセスに関係付けられたシンタックス要素を生成することを更に含む。
【０１２９】
　バイパスフラグが、スライス内の全てのコーディングユニットが無損失コーディングを
用いてコーディングされているわけではないことを示すいくつかの実施形態において、本
方法は、スライスセグメントヘッダにおいて、ｓｌｉｃｅ＿ｓａｏ＿ｌｕｍａ＿ｆｌａｇ
、ｓｌｉｃｅ＿ｓａｏ＿ｃｈｒｏｍａ＿ｆｌａｇ、ｓｌｉｃｅ＿ｑｐ＿ｄｅｌｔａ、ｓｌ
ｉｃｅ＿ｃｂ＿ｑｐ＿ｏｆｆｓｅｔ、ｓｌｉｃｅ＿ｃｒ＿ｑｐ＿ｏｆｆｓｅｔ、ｓｌｉｃ
ｅ＿ｃｈｒｏｍａ＿ｑｐ＿ａｄｊｕｓｔｍｅｎｔ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、ｄｅｂｌ
ｏｃｋｉｎｇ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ｏｖｅｒｒｉｄｅ＿ｆｌａｇ、ｓｌｉｃｅ＿ｄｅｂｌｏｃ
ｋｉｎｇ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ｄｉｓａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、ｓｌｉｃｅ＿ｂｅｔａ＿ｏｆｆ
ｓｅｔ＿ｄｉｖ２、ｓｌｉｃｅ＿ｔｃ＿ｏｆｆｓｅｔ＿ｄｉｖ２およびｓｌｉｃｅ＿ｌｏ
ｏｐ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｓｌｉｃｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇからなる
群から選択された１または複数のシンタックス要素を生成することを更に含む。
【０１３０】
　バイパスフラグが、スライス内の全てのコーディングユニットが無損失コーディングを
用いてコーディングされていることを示すいくつかの実施形態において、本方法は、スラ
イスセグメントヘッダから、損失ありコーディングに関係するシンタックス要素を除外す
ることを更に伴う。
【０１３１】
　バイパスフラグが、スライス内の全てのコーディングユニットが無損失コーディングを
用いてコーディングされていることを示すいくつかの実施形態において、本方法は、スラ
イスセグメントヘッダから、量子化、変換およびループ内フィルタリングプロセスに関係
付けられたシンタックス要素を除外することを更に伴う。
【０１３２】
　バイパスフラグが、スライス内の全てのコーディングユニットが無損失コーディングを
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用いてコーディングされていることを示すいくつかの実施形態において、本方法は、スラ
イスセグメントヘッダから、ｓｌｉｃｅ＿ｓａｏ＿ｌｕｍａ＿ｆｌａｇ、ｓｌｉｃｅ＿ｓ
ａｏ＿ｃｈｒｏｍａ＿ｆｌａｇ、ｓｌｉｃｅ＿ｑｐ＿ｄｅｌｔａ、ｓｌｉｃｅ＿ｃｂ＿ｑ
ｐ＿ｏｆｆｓｅｔ、ｓｌｉｃｅ＿ｃｒ＿ｑｐ＿ｏｆｆｓｅｔ、ｓｌｉｃｅ＿ｃｈｒｏｍａ
＿ｑｐ＿ａｄｊｕｓｔｍｅｎｔ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、ｄｅｂｌｏｃｋｉｎｇ＿ｆ
ｉｌｔｅｒ＿ｏｖｅｒｒｉｄｅ＿ｆｌａｇ、ｓｌｉｃｅ＿ｄｅｂｌｏｃｋｉｎｇ＿ｆｉｌ
ｔｅｒ＿ｄｉｓａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、ｓｌｉｃｅ＿ｂｅｔａ＿ｏｆｆｓｅｔ＿ｄｉｖ２
、ｓｌｉｃｅ＿ｔｃ＿ｏｆｆｓｅｔ＿ｄｉｖ２およびｓｌｉｃｅ＿ｌｏｏｐ＿ｆｉｌｔｅ
ｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｓｌｉｃｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇからなる群から選択された
１または複数のシンタックス要素を除外することを伴う。
【０１３３】
　バイパスフラグが、スライス内の全てのコーディングユニットが無損失コーディングを
用いてコーディングされているわけではないことを示すいくつかの実施形態において、本
方法は、スライス内のコーディングユニットごとに、ｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙ
ｐａｓｓ＿ｆｌａｇをシグナリングすることを更に含む。
【０１３４】
　バイパスフラグが、スライス内の全てのコーディングユニットが無損失コーディングを
用いてコーディングされているわけではないことを示すいくつかの実施形態において、本
方法は、スライス内の各コーディングユニットからｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐ
ａｓｓ＿ｆｌａｇを除外することを更に伴う。
【０１３５】
　例示的な実施形態において、ビデオをコーディングする方法が提供され、ここで、ビデ
オは、高水準シンタックス構造および高水準シンタックス構造を参照する少なくとも１つ
のスライスを含み、スライスは複数のコーディングユニットを含む。本方法は、スライス
内の全てのコーディングユニットが無損失コーディングを用いてコーディングされている
か否かを示す高水準シンタックス構造においてバイパスフラグを生成することを含む。各
それぞれのコーディングユニットについて、四分木分割フラグを生成するべきか否かの判
断が行われる。この判断は、少なくとも部分的に、それぞれのコーディングユニットのブ
ロックサイズおよびコーディングモードからなる群から選択されたパラメータに基づく。
四分木分割フラグは、四分木分割フラグを生成する判断を行った後にのみ、それぞれのコ
ーディングユニットについて生成される。
【０１３６】
　そのような実施形態において、高水準シンタックス構造は、ピクチャパラメータセット
、セグメントスライスヘッダまたはｓｐｌｉｔ＿ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｆｌａｇであり得
る。いくつかのそのような実施形態において、四分木分割フラグは、ブロックが非イント
ラモードを用いてコーディングされており、かつブロックサイズが８×８または１６×１
６であるときにのみ生成される。四分木分割フラグは、ブロックサイズが６４×６４～３
２×３２である場合、生成されない。
【０１３７】
　いくつかの実施形態は、最大非変換四分木分割ブロックコーディングサイズを示す高水
準シンタックス要素を生成することを更に伴う。いくつかの実施形態では、最大非変換四
分木分割ブロックコーディングサイズを示す高水準シンタックス要素がシーケンスパラメ
ータセット（ＳＰＳ）において生成される。いくつかの実施形態では、最大非変換四分木
分割ブロックコーディングサイズを示す高水準シンタックス要素は、ピクチャパラメータ
セット（ＰＰＳ）において生成される。
【０１３８】
　いくつかの実施形態では、高水準シンタックス要素は、最大非変換四分木分割ブロック
コーディングサイズが、非イントラモードにおいてコーディングされたブロックのための
最大非変換四分木分割ブロックコーディングサイズを示すことを示すのに用いられる。
【０１３９】
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　いくつかの実施形態では、ブロックが非イントラモードを用いてコーディングされてお
り、かつ非イントラモードにおいてコーディングされたブロックについて、ブロックサイ
ズが最大非変換四分木分割ブロックコーディングサイズよりも大きくない場合に四分木分
割フラグが生成される。
【０１４０】
　いくつかの実施形態において、最大非変換四分木分割ブロックコーディングサイズを示
す高水準シンタックス要素が、イントラモードにおいてコーディングされたブロックにつ
いて、最大非変換分割ブロックコーディングサイズを示す。
【０１４１】
　いくつかの実施形態において、四分木分割フラグは、ブロックがイントラモードを用い
てコーディングされており、かつイントラモードにおいてコーディングされたブロックに
ついて、ブロックサイズが最大非変換四分木分割ブロックコーディングサイズ以下である
場合に生成される。
【０１４２】
　例示的な実施形態において、ビデオをコーディングする方法が提供される。ビデオは、
高水準シンタックス構造および高水準シンタックス構造を参照する少なくとも１つのスラ
イスを含み、スライスは、複数のコーディングユニットを含む。本方法は、高水準シンタ
ックス構造において、スライス内のコーディングユニットの全てが無損失コーディングで
コーディングされているか否かを示すバイパスフラグを生成することを含む。各それぞれ
のコーディングユニットについて、コーディングされたブロックフラグを生成するか否か
の判断が行われる。判断は、少なくとも部分的に、それぞれのコーディングユニットのブ
ロックサイズおよびコーディングモードからなる群から選択されたパラメータに基づく。
コーディングされたブロックフラグは、コーディングされたブロックフラグを生成する判
断を行った後にのみ、それぞれのコーディングユニットについて生成される。
【０１４３】
　そのような実施形態において、高水準シンタックス構造は、ピクチャパラメータセット
またはセグメントスライスヘッダであり得る。コーディングされたブロックフラグは、ｃ
ｂｆ＿ｌｕｍａｆｌａｇ、ｃｂｆ＿ｃｂｆｌａｇまたはｃｂｆ＿ｃｒｆｌａｇのうちの１
または複数であり得る。いくつかの実施形態では、コーディングされたブロックフラグは
、ブロックが非イントラモードを用いてコーディングされており、かつブロックサイズが
８×８または１６×１６であるときにのみ生成されるのに対し、コーディングされたブロ
ックフラグは、ブロックがイントラモードを用いてコーディングされるかまたはブロック
サイズが６４×６４～３２×３２である場合、生成されない。
【０１４４】
　いくつかの実施形態では、最大非変換四分木分割ブロックコーディングサイズを示す高
水準シンタックス要素が生成される。最大非変換四分木分割ブロックコーディングサイズ
を示す高水準シンタックス要素は、シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）またはピクチ
ャパラメータセット（ＰＰＳ）において生成され得る。
【０１４５】
　いくつかの実施形態では、最大非変換四分木分割ブロックコーディングサイズを示す高
水準シンタックス要素は、非イントラモードにおいてコーディングされたブロックのため
の最大非変換四分木分割ブロックコーディングサイズを示す。ブロックが非イントラモー
ドを用いてコーディングされており、かつイントラモードにおいてコーディングされたブ
ロックについて、ブロックサイズが最大非変換分割ブロックコーディングサイズ以下の場
合に、コーディングされたフラグが生成される。
【０１４６】
　いくつかの実施形態において、最大非変換分割ブロックコーディングサイズを示す高水
準シンタックス要素が、イントラモードにおいてコーディングされたブロックのための最
大非変換分割ブロックコーディングサイズを示す。
【０１４７】
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　いくつかの実施形態では、コーディングされたブロックフラグは、ブロックがイントラ
モードを用いてコーディングされており、かつイントラモードにおいてコーディングされ
たブロックについて、ブロックサイズが最大非変換分割ブロックコーディングサイズ以下
である場合に生成される。
【０１４８】
　例示的な実施形態において、ビデオをコーティングする方法が提供される。ここで、ビ
デオは高水準シンタックス構造および高水準シンタックス構造を参照する少なくとも１つ
のスライスを含み、スライスは、複数のコーディングユニットを含む。本方法は、フラグ
ｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇがコーディングユニットについて
１に等しいと判断することを含む。判断は、コーディングユニットサイズおよびコーディ
ングユニットのコーディングモードのうちの少なくとも一方に基づいて、ワンタイム変換
四分木区分のレート－歪み性能を試験するために行われる。判断後、ワンタイム変換四分
木区分のレート－歪み性能が試験される。
【０１４９】
　いくつかのそのような実施形態では、本方法は、更なるコーディングユニットについて
、ワンタイム変換四分木区分のレート－歪み性能を試験しないことの判断を行うことを更
に含む。レート－歪み性能の試験は、追加のコーディングユニットのための非変換四分木
区分についてのみ実行される。
【０１５０】
　例示的な実施形態において、ビデオをコーディングする方法が提供される。ここで、ビ
デオは、分割変換フラグを含む変換木シンタックスを含み、複数のコーディングユニット
を更に含む。本方法は、それぞれのコーディングユニットについて、コーディングユニッ
トがイントラブロックコピーモードでコーディングされているか否か、および２つ以上の
予測ユニット区分がコーディングユニット内に存在するか否かを判断することを含む。コ
ーディングユニットがイントラブロックコピーモードでコーディングされており、かつ２
つ以上の予測ユニット区分がコーディングユニット内に存在するという判断に応答して、
分割変換フラグの値が１であると推測される。
【０１５１】
　例示的な方法において、変換および量子化プロセスがバイパスされることを示すコーデ
ィングユニットフラグのためのデフォルト値を含む高水準シンタックス構造が生成される
。
【０１５２】
　いくつかのそのような実施形態では、高水準シンタックス構造を参照するスライス内の
全てのコーディングユニットのｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇの
デフォルト値を示すデフォルト値、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌ
ｔ＿ｆｌａｇが１に設定される。高水準シンタックス構造は、ピクチャパラメータセット
（ＰＰＳ）、シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）、ビデオパラメータセット（ＶＰＳ
）またはスライスセグメントヘッダのうちの少なくとも１つであり得る。
【０１５３】
　いくつかの実施形態では、本方法は、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｅｎａｂ
ｌｅｄ＿ｆｌａｇが０に等しいＰＰＳを含むビットストリームを生成することを含む。い
くつかの実施形態では、本方法は、ビットストリームを生成することを含み、コーディン
グユニットパラメータはｃｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇを含まな
い。
【０１５４】
　例示的な実施形態では、特定の高水準シンタックス構造における高水準シンタックス要
素を介して、その特定の高水準シンタックス構造を参照する全てのＣＵについて、変換、
変換スキップ、量子化およびループ内フィルタリングプロセスをバイパスするようにデコ
ーダにシグナリングする方法が提供される。
【０１５５】
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　別の例示的な実施形態では、逆量子化、逆変換およびループ内フィルタリングプロセス
のうちの任意の１または複数に関係付けられた複数のＰＰＳシンタックス要素の存在を特
定するための高水準シンタックス要素を受信および処理するようにデコーダを動作させる
方法が提供される。
【０１５６】
　いくつかのそのような方法において、高水準シンタックス要素は、デフォルトフラグ値
（ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇ）である。いくつか
のそのような方法において、高水準シンタックス要素は、ｔｒａｎｓｆｏｒｍ＿ｓｋｉｐ
＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ要素の存在を特定するために用いられる。
【０１５７】
　いくつかの実施形態では、本方法は、推測によりｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ
＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇが０であると判断し、これに応じて、ＣＵレベルにおいてｃ
ｕ＿ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｆｌａｇのシグナリングを削除またはスキッ
プすることを含む。いくつかの実施形態では、デフォルトフラグは、ＰＰＳ拡張パラメー
タセットまたはＳＰＳ拡張パラメータセットのうちの少なくとも１つに含まれる。
【０１５８】
　いくつかの実施形態において、デフォルトフラグの存在は、ｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂ
ｙｐａｓｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇの値を条件とする。いくつかの実施形態において
、デフォルトフラグはｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇ
である。
【０１５９】
　いくつかの実施形態において、本方法は、無損失コーディングモードにおいて使用され
ないシンタックス要素のシグナリングされた値が適切に設定されたことを示す追加の適合
性フラグのシグナリングを受信することを更に含む。
【０１６０】
　いくつかの実施形態では、ｃｕ＿ｑｐ＿ｄｅｌｔａ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、ｐｐ
ｓ＿ｌｏｏｐ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｓｌｉｃｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ
、ｄｅｂｌｏｃｋｉｎｇ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ｃｏｎｔｒｏｌ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ、
ｌｏｏｐ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｔｉｌｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、ｐｐ
ｓ＿ｓｃａｌｉｎｇ＿ｌｉｓｔ＿ｄａｔａ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇを含むシンタック
ス要素は、フラグｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａｕｌｔ＿ｆｌａｇが１
に設定される場合に０に設定される。
【０１６１】
　例示的な実施形態では、無損失コーディングが用いられることを示す高水準シグナリン
グ無損失コーディングシンタックス要素を含むビデオデータビットストリームを受信する
方法が提供される。
【０１６２】
　いくつかのそのような方法では、高水準シグナリングシンタックスは、ピクチャパラメ
ータセット（ＰＰＳ）、シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）、ビデオパラメータセッ
ト（ＶＰＳ）またはスライスセグメントヘッダのうちの１つである。いくつかのそのよう
な方法では、無損失コーディングシンタックス要素は、量子化、変形、変形スキップ、変
形スキップ回転、およびループ内フィルタリングプロセスに関係付けられた１または複数
のＳＰＳシンタックス要素を表すための条件として用いられる。
【０１６３】
　例示的な実施形態において、スライスセグメントヘッダが受信され、デフォルトフラグ
は、変換、量子化およびループ内フィルタリング処理ブロックのために用いられるスライ
スセグメントシンタックス要素の特定を条件付けるためのものである。いくつかのそのよ
うな方法において、デフォルトフラグはｔｒａｎｓｑｕａｎｔ＿ｂｙｐａｓｓ＿ｄｅｆａ
ｕｌｔ＿ｆｌａｇである。
【０１６４】
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　例示的な実施形態において、高水準無損失コーディングインジケーションを受信し、こ
れに応じて複数の処理ブロックをシャットダウンする方法がビデオデコーダにおいて実行
される。いくつかのそのような実施形態では、高水準無損失コーディングインジケーショ
ンは、ＰＰＳ、ＳＰＳ、ＶＰＳまたはスライスヘッダのうちの１つのパラメータ要素であ
る。いくつかの実施形態では、複数の処理ブロックは、以下のハードウェアブロック、す
なわち、逆量子化、逆変換、デブロッキングフィルタ、ＳＡＯのうちの任意のもののうち
の１または複数を含む。
【０１６５】
　上記の技法のうちの任意のものを用いて符号化されたビデオが、任意の適切な有線もし
くは無線伝送媒体を用いて送信されることが可能であり、かつ／または任意の適切な非一
時的デジタルストレージ媒体上に記録されることが可能である。
【０１６６】
　特徴および要素が、上記において特定の組み合わせで説明されたが、当業者であれば、
各特徴または要素は、単独で、または他の特徴と要素との任意の組み合わせで用いられ得
ることを理解するであろう。更に、本明細書において説明される方法は、コンピュータま
たはプロセッサによって実行するためのコンピュータ可読媒体に組み込まれたコンピュー
タプログラム、ソフトウェアまたはファームウェアにおいて実施され得る。コンピュータ
可読媒体の例は、（有線または無線接続を介して送信される）電子信号およびコンピュー
タ可読記憶媒体を含む。コンピュータ可読記憶媒体の例は、限定ではないが、リードオン
リーメモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモ
リ、半導体メモリデバイス、内部ハードディスクおよび取り外し可能ディスク等の磁気媒
体、磁気光媒体、ならびにＣＤ－ＲＯＭディスクおよびデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ
）等の光媒体を含む。ソフトウェアに関連付けられたプロセッサは、ＷＴＲＵ、ＵＥ、端
末、基地局、ＲＮＣまたは任意のホストコンピュータにおいて用いるための無線周波数送
受信機を実装するように用いられ得る。
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